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■平成 27 ～ 29 年度の保険料段階 あなたの保険料は？
収入・所得に応じて 9 段階いずれかの
保険料を納めていただきます。
フローチャートでご確認ください。生活保護を受けている 住民税を納めている

（本人が住民税課税）

老齢福祉年金を受けている

前年の合計所得金額と課
税年金収入金額の合計が 前年の合計所得金額と課

税年金収入金額を合わせ
ると、80 万円以下である

同じ世帯の家族に住民税
を納めている人がいる

第 1段階 第 2 段階 第 3 段階 第 4 段階 第 5 段階 第 6 段階 第 7 段階 第 8 段階 第 9 段階

25,800円
基準額×0.5

38,700円
基準額×0.75

38,700円
基準額×0.75

46,440円
基準額×0.9

51,600円
基準額

61,920円
基準額×1.2

67,080円
基準額×1.3

77,400円
基準額×1.5

87,720円
基準額×1.7

本人非課税 本人課税
非課税世帯 課税世帯

生活保護受給

者 , 老齢福祉年

金受給者で住民

税非課税世帯

公的年金等収入

＋合計所得金額

が 80 万円以下

非課税世帯で、

本人の公的年金

等収入＋合計所

得金額が 80 万

円超 120 万円

以下

住民税非課税世

帯で、本人の公

的年金等収入＋

合計所得金額が

120 万円超

本人が住民税非

課税で、本人の

公的年金等収入

＋合計所得金額

が 80 万円以下

本人の公的年金

等収入＋合計所

得金額が 80 万

円超

本人が住民税課

税で、合計所得

金額が 120 万

円未満

本人が住民税課

税で、合計所得

金額が 120 万

円以上 190 万

円未満

本人が住民税課

税で、合計所得

金額が 190 万

円以上 290 万

円未満

本人が住民税課

税で、合計所得

金額が 290 万

円以上

事
業
計
画
策
定
の
背
景

　

信
濃
町
の
高
齢
化
率
は
、
平
成

26
年
10
月
１
日
現
在
37
・
7
％

で
、
今
後
も
伸
び
続
け
、
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る
平
成
37
年

（
２
０
２
５
年
）
に
は
44
・
8
％
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
全
国
的
に
み

ら
れ
、
高
齢
化
の
進
行
を
背
景
に
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
、

高
齢
者
虐
待
の
深
刻
化
な
ど
が
社

会
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
が
抱
え
る
社
会

的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
高
齢

者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
ス
テ
ム
の
構
築

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
最
期
ま
で
続
け
る
た
め

に
は
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
言
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
や
状
況
に
応

じ
て
作
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

新
し
い
事
業
計
画
を
策
定

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
や
方
向

性
を
踏
ま
え
て
、
平
成
27
～
29
年

度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
の
運
営

方
針
を
定
め
た
「
第
６
期
信
濃
町

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
は
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
と
そ
の
確

保
策
、
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
内
容
、
保
険
料
な
ど

を
定
め
る
計
画
で
す
。「
住
み
慣
れ

た
地
域
で
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
」

を
基
本
理
念
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
へ

80 万
円以下

80 万円超
～ 120 万円

120 万
円超

前年の合計所得金額は

120 万
円未満

120 万円～
190 万円未満

290 万
円以上

190 万円～
290 万円未満

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえはい

はい

はい はい はい はい はい

はい はい はい はい

はい

はい

新
し
い
総
合
事
業
（
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）

　
こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

（
要
支
援
１・２
の
サ
ー
ビ
ス
）
の
一

部
は
、
介
護
給
付
か
ら
地
域
支
援

事
業（
総
合
事
業
）に
移
行
し
ま
す
。

移
行
す
る
の
は
、
介
護
給
付
で
提
供

さ
れ
て
い
る
予
防
通
所
介
護
（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）と
予
防
訪
問
介
護（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）
で
す
。
移
行
に
よ
り
、

全
員
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の

で
は
な
く
、
個
人
の
状
態
に
合
わ
せ

て
支
援
の
内
容
を
柔
軟
に
変
化
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
を
「
支
え
る
側
・
支
え

ら
れ
る
側
」
に
区
別
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か

し
な
が
ら
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
で

社
会
参
加
を
促
し
介
護
予
防
や
生

き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。
信

濃
町
で
は
総
合
事
業
へ
の
移
行
を
平

成
28
年
４
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
保
険
料
を
改
定

　
高
齢
者
人
口
の
増
加
と
共
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
も
増
え
、

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
は
年
々
伸

び
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
が
必
要
な
方
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
財
源
の
一

部
を
65
才
以
上
の
方
の
保
険
料
で

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
第
５
期
で
は

財
源
の
21
％
を
そ
の
保
険
料
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
第
6
期
は
22
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
料
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
な
ど
か
ら
「
基
準
額
」
を

算
出
し
、
そ
の
基
準
額
を
も
と
に
所

得
に
応
じ
て
段
階
的
に
決
ま
り
ま

す
。
信
濃
町
は
第
5
期
の
基
準
額

が
月
額
３
，
５
４
０
円
で
、
県
下
で

は
一
番
安
い
額
で
し
た
。（
県
平
均

４
，
９
２
０
円
）

　
町
で
は
第
6
期
の
基
準
額
を
、
第

5
期
と
比
べ
て
月
額
約
１
，
０
０
０

円
の
増
額
が
必
要
と
算
出
し
ま
し
た

が
、
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
押

さ
え
る
た
め
に
準
備
基
金
を
取
り
崩

し
、
第
5
期
よ
り
も
７
６
０
円
増
額

と
な
る
月
額
４
，
３
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

町
で
は
第
6
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

介護保険事業の計画を策定

１

在宅医療・介護連携の推進
在宅医療と介護サービスを一体的に提供できる体制を構築します。医
療介護関係者による連絡会の定期開催を継続し、より一層の連携を図
るとともに、容態の急変時などの連絡体制の整備を行っていきます。

２

認知症施策の推進
医療・介護・日常生活が結びついた支援を展開します。認知症の早期
診断・早期対応に向けて専門職がチームを構成し、初期から自立生活
を支援。認知症ケアの向上を図るため、家族教室などの支援を行います。

３

生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進
住民、ＮＰＯ、民間企業などの多様な主体により、地域サロンの開催・
見守りや安否確認・外出支援・買物支援・介護者支援などの生活支援・
介護予防サービスが提供されるように整備を進めていきます。

４

高齢者の居住安定に係る施策との連携
地域包括ケアシステムの基本理念は、住まいでの生活支援サービス提
供です。研究を進めるとともに他施策との連携を図り、信濃町の状況
にあった住まいの提供ができるように調整を行っていきます。

生活支援

社会参加

介護予防

社会参加
生活支援
介護予防

従来の考え方 総合事業での考え方

新しい総合事業

第
6
期
事
業
計
画
の
取
り
組
み

介護予防・日常生活支援

■ 介護保険費用の推移と推計

10億

（円）

8億

6億

4億

0
Ｈ18 Ｈ21 Ｈ24 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29

9億1,052
万円8億3,433

万円

2億

7億5,490
万円6億3,110

万円5億7,327
万円

7億6,004
万円

推　計

年
額

年
額

年
額

年
額

年
額

年
額

年
額

年
額

年
額
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支　出収　入

基金名 25年度末 26年度末 27年度末
財政調整基金 9億3,100万円 11億1,800万円 11億2,100万円
減債基金 4億7,900万円 4億6,500万円 4億6,800万円
公共施設等整備基金 4億9,300万円 6億7,800万円 6億8,100万円
学校建設整備基金 9,600万円 0万円 0万円
その他基金 3億5,600万円 3億7,000万円 3億7,900万円

合　計 23億5,500万円 26億3,100万円 26億4,900万円

【基金残高】道路改良事業などへ充当
計画に基づく事業や継続して行っている公共工事等へ過疎
対策事業債を活用することで、将来の大規模事業等への資
金需要に対応するため基金への積み増しを行っています。

会計名 25年度末 26年度末 27年度末

一般会計
(臨時財政対策債)

40億7,300万円
(22億8,028万円)

42億9,567万円
(23億7,668万円)

45億9,605万円
(24億4,515万円)

特別会計 50億9,759万円 48億8,110万円 46億213万円
企業会計 7億4,720万円 9億5,186万円 9億1,763万円

合　計 99億1,779万円 101億2,863万円 101億1,581万円

【町債残高】過疎対策推進により残高が増加
国の地方財政計画により、地方交付税の振替財源である臨
時財政対策債の発行と、過疎対策事業の推進に伴う過疎対
策事業債の積極的な活用により町債残高は増加。

特別会計名 予算額 一般会計繰入金
国民健康保険 13億6,764万円 1億930万円

後期高齢者医療 9,752万円 3,305万円

介護保険事業 8億6,999万円 1億2,009万円

古海診療所 482万円 142万円

水道事業 2,280万円 922万円

下水道事業 3億5,821万円 2億4,160万円

農業集落排水事業 2億2,402万円 1億7,060万円

特定環境保全公共下水道事業 1,303万円 920万円

個別排水処理施設整備事業 1,105万円 730万円

水道事業
（収益的収入) 1億8,496万円 0万円

（資本的収入) 599万円 0万円

病院事業
（収益的収入） 13億4,111万円 2億6,772万円

（資本的収入） 9,771万円 4,271万円

合　計 45億9,885万円 10億1,221万円

【特別会計】繰入金の総額は約10億円
特定の歳入歳出を一般会計と区分して経理する会
計が特別会計です。９つの特別会計と上水道事業
及び病院事業の２つの事業会計に区分されます。

使用料･手数料
1億3,692万円

（2.4%)

地方譲与税
地方特例交付金等
2億7,290万円
(4.9％)

人件費
10億2,922万円(18.4％)

扶助費
3億6,825万円(6.6％)
公債費
4億6,753万円(8.4％)

普通建設事業費・
災害復旧費
7億3,495万円
(13.1％)

物件費
9億4,015万円(16.8％)

維持補修費
2億5,854万円
(4.6％)

補助費等
10億1,795万円(18.2％)

積立金他
2,577万円

（0.5％) 操出金
7億793万円(12.7％)

自
主
財
源　

２
８
・
８
％

依
存
財
源　

７
１
・
２
％

義
務
的
経
費 

３
３
・
３
％

そ
の
他 

５
３
・
６
％

町税
11億2,164万円

（20.0%)

地方交付税
　23億8,000万円

（42.5%)

県支出金:2億8,211万円（5.0%)

負担金他
2億1,654万円
(3.9％)

繰入金
1億3,884万円
(2.5％)

町債：7億2,800万円(13.0％)

国庫支出金
　3億1,805万円（5.7%)

投
資
的
経
費
１
３
・
１
％

出資金
4,471万円
(0.8％)

実質的な町負担は軽減
いずれの起債 (借金 )も元利償還金に対して交付税措置の
ある有利な起債 (借金 )を活用しているので、実質的な町
負担は軽減されます。
※臨時財政対策債の交付税措置率は元利償還金の 100％
※過疎対策事業債の交付税措置率は元利償還金の 70％
※公営企業債の交付税措置率は事業内容に異なります。

ワン
ポイント

！

借金が増え続けているけど心配ないの？

一般的には標準財政規模の10～20％
財政調整基金の基金残高目安は、一般的に標準財政規模の
10～ 20％と言われています。信濃町の財政調整基金残高
比率は31％を確保。しかし、社会保障関係費等に係る費用
の増加と公共施設等の維持管理や将来に計画している事業
への財源として、決算の状況に応じて積み増ししています。

ワン
ポイント

！

安心と言われる基金残高の目安は？

給与
うち基本給

（町税などの自主財源）
諸手当

（地方交付税・国県支出金等）

468万8,160円

預貯金の取り崩し
(繰入金・繰越金） 17万8,840円

銀行からの借入金（町債） 72万8,000円

計 559万5,000円

家族の医療費（扶助費） 36万8,250円

ローンの返済（公債費） 46万7,530円

食費（人件費） 102万9,220円

生活雑費（物件費・補助費） 195万8,100円

家・車・電化製品の修理など
（維持修繕費・普通建設事業費） 99万3,490円

子どもへの仕送り（繰出金・出資金） 75万2,640円

貯金など（積立金） 2万5,770円

計 559万5,000円

しなの家・1 年の家計簿

事業収入の不足分を補うお金
一般会計と特別会計等の間で行われる予算の相互
充用で、各特別会計等で事業収入を充てることが
できない経費や不足分等を補うための一般会計か
らの繰入金です。

予算を「家計簿」に置き換えると？
一般会計の予算を、年間の収支が 559万円の家計に置き換え
てみました。みなさんのお宅の家計と比べてどうでしょうか？

平
成
27
年
度
の
予
算

信
頼
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
支
援
と

人
口
増
施
策
を
推
進

　「
景
気
は
、個
人
消
費
な
ど
に
弱

さ
が
み
ら
れ
る
が
、緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
お
り
、先
行
き

に
つ
い
て
は
、緩
や
か
に
回
復
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」と

の
月
例
経
済
報
告
で
発
表
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、依
然
と
し
て
地
方

部
の
停
滞
感
は
根
強
く
、景
気
の

先
行
き
が
不
安
定
な
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、町
で
は
町
内

企
業
お
よ
び
町
民
の
経
済
活
動
の

安
定
化
を
図
り
、町
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、国
・
県
の
補
助

事
業
等
を
積
極
的
に
活
用
し
て
各

種
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
、子
育
て
支
援
に
向
け
た
施

策
の
展
開
と
し
て
子
育
て
支
援
事

業
の
拡
充
や
奨
学
資
金
貸
付
事
業

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
人
口
増

加
対
策
で
は
移
住
定
住
促
進
事
業

と
し
て
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
安

心
・
安
全
の
確
保
や
身
近
な
社
会
資

本
の
整
備
を
中
心
に
事
業
量
を
確

保
い
た
し
ま
し
た
。

「
選
択
と
集
中
」を
徹
底

過
疎
対
策
の
推
進

　「
第
５
次
長
期
振
興
計
画
後
期
基

本
計
画
」に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
、

５
年
間
で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き「
重
点
テ
ー
マ
・
重
点
施
策
」の

推
進
と「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画（
過
疎
計
画
）」な
ら
び
に
実
施

計
画
に
基
づ
く
過
疎
対
策
等
の
推

進
に
向
け
、施
策
を
厳
選
し「
平
成

27
年
度
予
算
編
成
方
針
」に
位
置

付
け
ま
し
た
。

■
予
算
編
成
方
針
の
優
先
施
策

「
人
口
増
に
繋
が
る
施
策
の
推
進
」

を
大
き
な
柱
と
し
て
、５
つ
の「
優

先
施
策
」に
財
源
を
優
先
的
に
配

分
し
ま
し
た
。

◎
移
住・定
住
等
人
口
増
施
策
の
推
進

◎
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
充
実

◎
地
域
資
源
を
活
か
し
た
誘
客
・
交

　

流
活
動
の
展
開

◎
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
と

　

充
実

◎
国
保
会
計
の
財
政
健
全
化
と
地

　

域
医
療
の
充
実

一
般
会
計
を
は
じ
め
、
特
別
会
計
お

よ
び
公
営
企
業
会
計
の
平
成
27
年
度

予
算
が
、
信
濃
町
議
会
定
例
会
3
月

会
議
で
成
立
し
ま
し
た
。

ワン
ポイント

！

一般会計繰入金とは何ですか？

一般会計：歳出
55 億 9,500 万円

一般会計：歳入
55 億 9,500 万円

※
（ 

）
内
数
値
は
構
成
比

問総務課 財政係 ☎（２５５）５９２０
当初予算の概要は、町ホームページをご覧ください。
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■ 新たに農業を始める青年就農者等に給付金を支給　　　641万円

■ 自らの創意工夫で経営改善を進める農業者を支援　　　401 万円

■ 農業施設の管理や農村景観を守る地域活動を支援　　6,519 万円

■ 野生鳥獣による農作物被害防止／駆除／電気柵補助　　752 万円

■ 森林の癒し効果を活用した新産業の構築　　　　　　　516 万円

■ 経済変動の影響を受けた中小企業者に対して補助　　　556 万円

■ ポスター等作成、イベント補助により誘客を図る　　　　3,699 万円

■ 遊歩道や案内看板等の整備、維持管理　　　　　　　　691万円

■ 小学生の環境学習会／花とふれあうまちづくりを推進　 　810 万円

■ 環境の保全に関する総合的・長期的な計画を策定　　 　　285 万円

■ 2 町で運営する可燃ごみ焼却、し尿処理の運営費　　 8,975 万円

■ 近隣 6 市町で運営する斎場事業の経費負担　　　　　 9,193 万円

■ 収集した資源物（金属 ･ 瓶・ペットボトル ･プラスチック等）を中間
処理業者に委託しリサイクル　　　　　　　　　　　　777 万円

■ 家庭ごみを収集し処理場へ運搬　 　　　　　　　　　2,002 万円

■ 合併処理浄化槽の設置補助で河川等の水質改善を促進　 1,291万円

■ 障害者自立支援法による障がい福祉サービス　　　　1億 8,853 万円

■ 老人・障がい者・子ども・ひとり親家庭等への医療費給付　　5,529 万 円

■ 障がい者の生活を支援。通院などの外出支援事業　　　　　646 万円

■ 消費税引き上げに伴い町民税非課税の方に給付金を支給　 2,217 万円

■ 予防接種法に基づく予防接種の費用負担　　　　　　2,008 万円

■ 基本健診・人間ドック・健康相談等を実施　　　　　1,175 万円

■ がんの早期発見のため、がん検診の実施　　　　　　　　  531万円

■ 消費税引き上げに伴い子育て世帯に給付金を支給　　　　389 万円

■ 乳幼児健診等を実施。妊婦健診の費用を公費で負担　　　970 万円

■ 4 保育園の維持管理費（正規職員人件費を除く）　　　1 億 40 万円

■ 児童クラブ・放課後子ども教室　　　　　　　　　　　1,436 万円

■ 特別支援教育充実のため、学習支援員・介助員を配置　2,013 万円

■ 小中一貫教育推進に対応するため講師を配置　　　　　4,010 万円

■ スクールバス・スクールタクシーの運行費　 　　　　　1,764 万円

■ 大学等への就学希望者に無利子で奨学金を貸付　　　　　605 万円

■ 鉄道運賃の引き上げに伴う負担を軽減するため、鉄道を利用する高校
生等の通学定期運賃を一部補助　　　　　　　　　　　　637 万円

主要事業
長期振興計画の着実な推進に加え、過疎対策を重点的に推進

平成 27年度

■ しなの鉄道（株）北しなの線の駅運営業務委託や鉄道の利用促進
イベントを開催　　　　　　　　　　　　　　　　1,617 万円

■ より便利で効率化された新しい公共交通システムで、路線バスとデ
マンドタクシーを運行　　　　　　　　　　　1 億 1,248 万円

■ 固定資産の適正な課税のために航空写真を撮影　　　1,387 万円

■ ５年ごとに全国で実施される国勢調査を実施　　　　　488 万円

■ 住民が主体的に行う、コミュニティー活動の促進を図る活動に必要
な設備等への助成　　　　　　　　　　　　　　　 250 万円

町政全般の事務事業

■ 老朽化した消防車両 2 台を更新　　　　　　　　　3,773 万円

■ 長野市消防局への事務委託費等　　　　　　　2 億 2,497 万円

■ 災害等に備え、土砂災害ハザードマップの作成　　　　476 万円

■ 消防団員の活動費・消防車両等の維持管理費　　　　1,555 万円

■ 防犯灯の LED 器具交換に対して補助　　　　　　　　622 万円

■ 住民に緊急情報を配信するための設備整備　　　　2,847 万円

地域の防災力を強化

■ 町道全般の維持修繕や改良　　　　　　　　 1億 1,287 万円

■ 冬期間の町道除雪　　　　　　　　　　　　　 2 億 56 万円

■ 国の補助金を活用し町道改良・除雪ドーザー購入　 8,230 万円

■ 住宅リフォーム等を行う方に対して補助　　　　　 2,002 万円

■ 都市計画マスタープランの見直し　　　　　　　　　486 万円

■ 富濃地区で国土調査事業を実施　　　　　　　　 2,299 万円

■ 個人住宅の耐震補強工事を推進　　　　　　　　 　704 万円

住みよい住環境の整備

福祉と健康づくりを推進

未来を考えた環境づくりを推進

子育て支援と学校教育を推進

活力ある産業・にぎわう観光の振興

■ 移住 ･ 定住を促進するための交流イベントを開催／雇用促進住宅の
建設工事を実施　　　　　　　　　　　　　　 1 億 230 万円

■ 住民の方の豊かな地域づくりに対して補助　　　　 　　　50 万円

■ 若者世帯の家賃の一部を補助　　　　　　　　　　　 300 万円

■ 町内における雇用の場拡大のため、企業誘致を推進　　 107 万円

■ 起業や新規事業を検討の方に、起業講座等を開催　　　698 万円

■ 独身男女の出逢いの場を創出する団体に対して補助　　　30 万円

人を呼び込む移住定住の推進
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まちの話題　Town Topicsまちの話題　❹ Town Topics

人口減少問題への対応を最大課題として、まちづくりを進めます

 信濃町第 5 次長期振興計画後期基本計画を策定しました
Topics

3 月 14 日、新しい地域の鉄道がスタート！

 しなの鉄道「北しなの線」が開業しました
Topics

しなの鉄道「北しなの線」（長野ー妙高高原間）が、3 月 14

日に開業しました。開業を記念して、3 月 14 日、22 日

に開業記念イベントを開催。たくさんの地域の人たちが新しい

門出を祝いました。

　開業日の 3 月 14 日は、北しなの線の開業を記念して、黒姫駅

でテープカットを行いました。その後、信濃小中学校の吹奏楽

部の演奏が流れる中、小学生や地域の人たちは、到着列車に旗を

振って出迎えました。3 月 22 日は、しなの鉄道㈱の観光列車

「ろくもん」が初めて北しなの線を通り、黒姫駅に到着しました。

1 時間程度の停車中に、一般に車内を公開しました。両日とも、

黒姫駅は多くの家族連れでにぎわいを見せていました。

　今後もみなさんと協力して鉄道利用促進を進めていきます。

平成 27 年度から平成 31 年度までの、まちづくりの総

合的な指針となる「信濃町第 5 次長期振興計画 後期

基本計画」を策定しました。町では、人口減少問題への対応

を最重要課題に掲げ、町民のみなさんと行政が一体となっ

たまちづくりに取り組んでいきます。

　第 5 次長期振興計画の内容と策定の経過や議事録につい

ては、町ホームページで公開しています。今後は、概要版の

全戸配布を予定していますので、あわせてご覧ください。

問総務課 まちづくり企画係☎（２５５）５９２０

お母さん
のメッセージ
　　付き！

 　げ ん き っ こ

 Genkikko
　　　１歳半児健診に来てくれた
　　　　　おともだち

４月
池
いけうち

内陽
ひ ま り

真璃ちゃん（柏原）
お母さん：操さん

無事に大きくなってくれ
てありがとう。これからも、
もっともっと大きくなって
ね。

GIRL

林
はやし

 快
かい

ちゃん（野尻）
お母さん：澄子さん

音楽でおどるの大好き、絵
本も大好きな快。心も体も
元気にすくすく育ってね。

BOY

風
か ざ ま

間 瑞
た ま り

理ちゃん（柏原）
お母さん：仁美さん

沢山の幸せを運んでくれ

てありがとう！！これか

らも笑顔いっぱいで遊ぼ

うね♡

GIRL

樋
ひ ぐ ち

口 楓
ふ う か

夏ちゃん（野尻）
お母さん：麻衣さん

いつも可愛い笑顔をあり
がとう！元気で強い子に
育ってね。これからもよろ
しくね。

GIRL

伊
い と う

藤 羽
は な

那ちゃん（柏原）
お母さん：利恵さん

これからもすくすく元気
に育ってね。

GIRL

早
はやかわ

川 一
い っ し

志ちゃん（野尻）
お母さん：紗衣さん

静かな赤ちゃんの頃が懐
かしい位ヤンチャになった
ね。もっとヤンチャになっ
てママを困らせてね♡

BOY

米
よねざわ

澤 来
く る み

海ちゃん（大井）
お母さん：千恵美さん

いっぱい食べて元気に大

きく育ってね。

GIRL

基本構想　《10 年間》

前期基本計画 後期基本計画

「快適定住環境」のまちづくり
住みたくなる生活環境づくりと定住・移住の支援

重要テーマ１

「生涯健康」のまちづくり
安心できる健康づくり・医療体制の確立

重要テーマ 2

「子ども」が輝くまちづくり
子どもを産み育てやすい子育て・教育環境の整備

重要テーマ 3

「元気産業」のまちづくり
雇用の場の創出と活力の向上に向けた地域産業の振興

重要テーマ 4

■策定の経過
○町民アンケート調査・各種団体意向調査

町民のみなさん（抽出 2,500 人）と町内の団体（22

団体）を対象に実施しました。

○長期振興計画審議会

町長からの諮問を受けて、各種団体の代表者や学識

経験者等により計画案を審議し、答申書を町長へ提

出しました。

○長期振興計画庁内策定委員会

役場内の係長以上の職員で構成し、施策の評価や計

画案の検討を行いました。

■４つの重点テーマ

■長期振興計画の計画年数

平成 22 年度～平成 31年度

平成 27 年度～平成 31年度

信濃町のＰＲのためどんどん活用してください

 「一茶さん」が商標登録されました
Topics

小林一茶生誕 250 年を記念して誕生した信濃町 PR キャラクター「一茶さん」が、こ

のたび商標登録されました。「一茶さん」は、町に申請書を提出していただくことで、

みなさんのお店のＰＲにも利用できます。今後、一層のご活用をお願いします。

■商標名　一茶さん（図形）　　■商標権者　信濃町

■指定区分　第 41類　技芸・スポーツ・知識の教授／セミナーの運営・開催／美術品の展示

／書籍の制作／演劇・演奏の興行の企画・運営／映画・演劇・音楽等のための施設の提供

■使用申請方法　「一茶さん」公式ホームページ（http://www.town.shinanomachi.nagano.

jp/issa.html）をご覧いただくか、一茶記念館☎（255）5920 へお問い合わせください。

1 開業日の 3 月 14 日、北しなの線の到着列車に子どもたちなどが旗を振っ
て歓迎／ 2 黒姫駅構内でテープカット／ 33 月 22 日、観光列車「ろくもん」
の見学に大勢の方が来場。信濃町 PR キャラクターの一茶さんもお出迎え

1

2 3
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各
月
の
特
選
句

一
月
の
題
「
初
笑
」
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　  

　    

頬
皺
を
な
ほ
深
く
し
て
初
笑
　
　
　
　 

古
間
　
高
遠
香
代
子

餌
台
の
す
ず
め
の
仕
草
初
わ
ら
い
　
　  

柏
原
　
佐
藤
チ
ヨ
子

二
月
の
題
「
寒
雀
」
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　   

　       

寒
雀
耐
え
抜
く
里
の
ぬ
く
も
り
や
　
　  

柏
原
　
小
林
　
宣
子

鈍
色
の
空
へ
舞
い
散
る
寒
す
ず
め
　
　  

古
間
　
高
遠
香
代
子

三
月
の
題
「
余
寒
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　          

銀
嶺
の
里
は
静
か
に
余
寒
か
な
　
　  

柏
原
　
佐
藤
　
善
一

深
く
澄
み
星
の
し
た
た
る
余
寒
か
な
　
　
穂
波
　
須
藤
と
く
江

四
月
の
題
「
春
の
朝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

春
の
朝
五
岳
の
尾
根
や
輝
け
り
　
　
　 

柴
津
　
中
田
　
博
人

香
り
立
つ
厨
明
る
き
春
の
朝
　
　
　
　 

柏
原
　
諏
訪
戸
幸
江

五
月
の
題
「
子
供
の
日
」
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　

子
の
未
来
夢
を
託
し
て
子
供
の
日
　
　  

柴
津
　
中
田
　
博
人

せ
が
ま
れ
て
縄
跳
び
に
入
る
子
供
の
日   

古
間
　
高
遠
香
代
子

六
月
の
題
「
初
夏
」
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　     

妙
高
の
勇
姿
水
面
に
初
夏
の
湖
　
　
　 

柴
津
　
中
田
　
博
人

初
夏
の
風
藍
な
め
ら
か
に
佐
渡
の
海   

柏
原
　
飯
島
和
一
郎

七
月
の
題
「
木
下
闇
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　          

杉
古
道
水
湧
き
出
づ
る
木
下
闇
　
　 

柏
原
　
佐
藤
　
善
一

川
音
の
吸
い
込
ま
れ
行
く
木
下
闇
　
　  

古
間
　
高
遠
香
代
子

八
月
の
題
「
清
水
」
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　         

黒
姫
の
裾
野
に
い
づ
る
清
水
か
な
　
　
柏
原
　
佐
藤
　
善
一

嫁
ぎ
き
て
弘
法
清
水
生
か
さ
れ
し
　
　 
柏
原
　
佐
藤
チ
ヨ
子

九
月
の
題
「
露
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

一
面
の
朝
露
光
る
野
良
に
立
つ
　
　
　
　 

山
桑
　
松
木
　
増
美

夕
露
の
光
宿
し
て
眠
る
花
　
　
　
　    

柏
原
　
諏
訪
戸
幸
江

十
月
の
題
「
秋
風
」
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

秋
風
に
母
の
声
聞
く
空
き
家
か
な
　
　 

大
井
　
宮
澤
ゆ
た
か

臥
せ
し
日
の
心
に
立
ち
ぬ
秋
の
風
　
　
　 

古
間
　
高
遠
香
代
子

十
一
月
の
題
「
身
に
沁
む
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　          

外
灯
の
あ
か
り
し
家
路
身
に
沁
む
る
　
柏
原
　
佐
藤
　
善
一

見
に
沁
む
や
語
り
部
の
声
津
波
跡
　
　  

古
間
　
高
遠
香
代
子

十
二
月
の
題
「
冬
の
月
」
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　      

連
山
の
尾
根
く
つ
き
り
と
冬
の
月
　
　   

柴
津
　
中
田
　
博
人

冬
の
月
肌
を
刺
す
よ
な
明
り
か
な
　
　
　
山
桑
　
松
木
　
増
美

年
間
優
秀
句

＊
特
選
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

妙
高
の
勇
姿
水
面
に
初
夏
の
湖
　
　
　
　
柴
津
　
中
田
　
博
人

＊
秀
逸
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　         

杉
古
道
水
湧
き
出
づ
る
木
下
闇
　
　  

柏
原
　
佐
藤
　
善
一

一
面
の
朝
露
光
る
野
良
に
立
つ
　
　
　
　
山
桑
　
松
木
　
増
美

秋
風
に
母
の
声
聞
く
空
き
家
か
な
　
　
　
大
井
　
宮
澤
ゆ
た
か

オフトークしなのでは、自主番組「一茶ふるさ
と俳句」で、毎月みなさんから俳句を募集し

ています。平成 26年は 408 句もの俳句をお寄せ
いただきました。3月 17 日、選者の仁科文男さ
んにより、年間優秀句の表彰が行われました。

   

一
茶
ふ
る
さ
と
俳
句

平成

26
年度

ふるさと信濃町の水道を次の世代に引き継いでいくため

 「信濃町水道事業ビジョン」を策定しました Topics

近年、給水人口の減少など水道事業を取り巻く環境は大きく変化しています。こうし

たなか、将来にわたって持続可能な水道事業を実現していくためには、中長期的な

視点から計画的に事業を推進していく必要があります。そのため、町では今後 10 年間の

事業運営の指針となる「信濃町水道事業ビジョン」を策定しました。

　このビジョンは、まちづくりの総合的な指針である「信濃町第 5 次長期振興計画」の基

本方針を反映し、先に国が公表した「新水道ビジョン」の地域版として位置付けています。

水道事業の現状を適切に評価・分析したうえで、町水道事業として目指すべき理想像を設

定し、その実現のための方策を示した基本計画とするものです。

　今後、水道事業ビジョンで設定した理想像（将来像）の実現のために、様々な取り組みへ

の理解と協力を得つつ、施策を推進していきます。

問建設水道課 水道係☎（２５５）２９６２

平成 27 年度から信濃町地域活動支援交付金事業を始めます

 みなさんの豊かな地域づくりを応援します
Topics

問総務課 定住促進係 ☎（２５５）５９２０

まちの話題　Town Topicsまちの話題　❹ Town Topics

町では、新たな地域づくり活動を支援するため、「信濃町地域活動

支援交付金事業」を平成 27 年度から新設します。住みよいま

ちづくりは、行政だけではなく、住んでいるみなさんが地域について

考え、課題を解決していくことで実現できると考えています。本交付

金をそんな活動の一助に、ぜひご活用ください。

■交付対象者

①区・総代会②組③その他団体等（区または総代の推薦が必要）

■事業の実施期間　

原則１年（継続により発展性が認められる事業は、最長 3 年）

■交付金額等

必要経費の 10 分 10 以内で、上限 10 万円とします。採択件数は、

予算の範囲内とします。（平成 27 年度は 5 件程度を予定）

■事業の申請方法、申請時期等

4 月に開催する総代会で、詳細な資料を配付します。その他、町ホー

ムページをご覧いただくか、定住促進係にお問い合わせください。

４ 地域の生活環境整備

１ 地域の活性化

２ 地域の自立

３ 地域の福祉の充実

５ 地域の伝統文化の継承・保存

対象となる事業の５つの柱

○計画期間　平成 27 年度～平成 36 年度

○基本理念　「ふるさと信濃町の おいしい水を 次世代へ」

○理想像　「持続」・・・持続可能な事業運営／ 「安全」・・・安全な水の供給 ／「強靭」・・・災害に強い強靭な水道

信濃町水道事業ビジョンの内容については、町ホームページで公開しています。

■信濃町水道事業ビジョンの概要

前
列
左
か
ら
、受
賞
者
の
松
木
さ
ん
、中
田
さ
ん
、宮
澤
さ
ん

後
列
左
か
ら
、選
者
の
仁
科
さ
ん
、横
川
町
長
。（
佐
藤
さ
ん

は
都
合
で
欠
席
さ
れ
、後
日
、表
彰
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
）
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Photo news
身近な出来事をお届け

※掲載された写真のデータをご希望の方は、記録媒体（CD-R／USBメモリなど）をご持参のうえ、総務課庶務係広報担当まで。（ただし、ご本人に限ります）

　長野高専環境都市工学科3年生44名が、昨年秋に土

木学会選奨土木遺産の戸草隧道を測量・調査した結果を3

月3日、町教育委員会に報告しました。

　学生代表の2人が報告書の説明を行い、その後、報告書

を教育委員会へ手渡しました。学生代表の上條真里奈さ

んは「学校では得られない貴重な経験ができました」。飯

塚和弥さんも「こういうものを後世まで残していきたい」

と話しました。町も今回の報告内容を戸草隧道の保存活

用に役立てていきたいと考えています。

戸草隧
ずいどう

道の測量で貴重な体験
高専学生による戸草隧道測量調査の報告会

　信濃町消防団の佐藤一正団長が3月 6日、東京都の

ニッショーホールで行われた消防功労者消防庁長官表彰

で、永年勤続功労章を受章しました。

　佐藤団長は、昭和58年に信濃町消防団に入団し、在

職年数は32年となります。平成24年からは、消防団

長となり団員の先頭に立って活躍されています。その長

年の功績を消防庁長官よりたたえられました。

長年の功績をたたえ表彰
佐藤一正さんが消防庁長官表彰を受章

　信濃小中学校6年生の修了式が、3月18日に行われ

ました。

　保護者が見守る中、4月から7年生に進級する6年生

たちは、校長先生より修了証書を受け取りました。その

後、生徒一人ひとりが会場の全員に向け、決意を発表。将

来への期待と強い決意を胸に新しいステップへと向かう

姿は、とても頼もしく、大人に一歩近づいた様子でした。

７年生へ新たな歩み
信濃小中学校六カ年修了式

　アメリカの大学教授デイビッド・ラヌーさん（写真右）

から3月 11日、小林一茶に関する著書3冊を一茶記念

館にご寄贈いただきました。

　ラヌーさんは、学生時代に一茶の俳句に感銘を受けて

以来、一茶を知るために日本語を勉強され、俳句の英訳

集や一茶の小説を書かれています。一茶を好きな理由を

「人情」「仏教性」、そして「小さな動物や弱い人々への優

しいまなざし」と語りました。世界でも、一茶の俳句や

世界観が高く評価されています。

世界に広がる小林一茶の俳句
米国の教授、小林一茶に関する著書を寄贈

◉ フォトニュース ◉今 事来出の月

実際に作った測量図を見せる学生代表の2人

　信濃中学校卒業式が3月19日に行われました。77

名の卒業生たちに卒業証書が手渡されました。

　答辞では卒業生代表の服部亜美さんが、小学校統合

前の最後の小学校卒業生として、お互いに地域の良さを

伝え合い、様々な経験の中で絆を深めていった3年間

を振り返りました。先生そして仲間との別れに涙や笑顔

を見せながら、それぞれが新しい道を歩み始めました。

思い出の 3 年間を振り返る
信濃小中学校卒業式

　柏原保育園で卒園式が3月24日に行われ、24名が

卒園しました。

　園児たちは、横川町長から卒園証書をもらった後、お

父さん・お母さんに感謝の気持ちを伝えました。親御さ

んは、我が子の立派に成長した姿に、目を潤ませたり、

笑顔を見せたりしました。先生との最後のお別れに涙す

る園児たちも、立派に保育園から巣立っていきました。

立派に成長した姿を見せる
柏原保育園卒園式
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Town Information町からのお知らせApr

農
業
集
落
排
水
で
発
生
す
る
汚
泥
を
農
地
へ
還
元

汚
泥
乾
燥
発
酵
肥
料
を
無
料
配
布
し
ま
す

配布

平
成
27
年
度
の
体
育
施
設
の
予
約
抽
選
を
実
施
し
ま
す

社
会
体
育
施
設
・
運
動
施
設
等
の
予
約
抽
選
会

施設

■
対
象
者
　
町
内
外
の
宿
泊
業
者
の
方

■
予
約
期
間
　
７
～
９
月
分

■
抽
選
日
　
４
月
14
日
火
　
午
前
９
時
～

■
会
場
　
総
合
会
館 

２
階
大
ホ
ー
ル

■
対
象
施
設
　
黒
姫
運
動
広
場
／
黒
姫

陸
上
競
技
場
／
黒
姫
高
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

／
総
合
体
育
館
／
古
間
グ
ラ
ウ
ン
ド
／

ふ
れ
あ
い
広
場
／
旧
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
体
育
館

※
抽
選
の
要
項
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
体
育
施
設
（
教
育
委
員
会
管
理
）・
運
動
施
設
（
産
業
観
光
課
管
理
）
の

平
成
27
年
度
の
予
約
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

信
濃
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

計
画
の
検
討
委
員
を
募
集
し
ま
す

募集

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
定
め
、
整
備
課

題
に
応
じ
た
方
針
、
暮
ら
し
や
す
い
生
活

環
境
の
計
画
等
、
都
市
計
画
の
方
針
を

総
合
的
に
定
め
る
も
の
で
す
。

■
応
募
資
格　

20
歳
以
上
で
、
他
の
町

審
議
会
等
の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
方

■
募
集
委
員
数　

２
名
程
度

■
任
期　

平
成
27
年
中（
計
画
策
定
ま
で
）

■
募
集
期
間　

4
月
1
日
水
～
17
日
金

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

建
設
係
窓
口
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
平
成
11
年
3
月
に
策
定
し
た
「
信
濃
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

問
建
設
水
道
課 

建
設
係
☎
（
２
５
５
）
５
９
２
２

4

問
建
設
水
道
課 

下
水
道
係
☎
（
２
５
５
）
３
０
０
２

　
こ
の
肥
料
は
、
肥
料
取
締
法
に
基
づ

く
肥
料
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
有
機
質

に
富
み
、
農
地
の
地
力
を
高
め
る
な
ど
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
有
害
な
重
金
属
な
ど
の
成
分
は
、

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
安
心
し
て
使
用

い
た
だ
け
ま
す
。

■
使
用
し
た
い
方
は

　
農
業
集
落
排
水
処
理
場
の
敷
地
内
に

あ
る
倉
庫
に
、
約
10
㌔
入
り
の
土ど
の
う
ぶ
く
ろ

嚢
袋

で
保
管
し
て
い
ま
す
。
使
用
し
た
い
方
は
、

倉
庫
内
の
「
肥
料
持
出
簿
」
に
記
入
の
上
、

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
在
庫
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

町
内
3
カ
所
の
農
業
集
落
排
水
施
設
で
発
生
す
る
汚
泥
を
、
移
動
式
汚
泥
脱
水

乾
燥
車
で
乾
燥
・
発
酵
さ
せ
た
肥
料
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

法
律
に
よ
り
、
犬
の
飼
い
主
に
は
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
4
月
に
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

犬
の
予
防
注
射
を
今
年
も
忘
れ
ず
に
！

飼犬

問
住
民
福
祉
課 

環
境
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
４

　
狂
犬
病
は
人
間
に
感
染
し
発
病
す
る

と
、
ほ
ぼ
100
％
死
亡
す
る
感
染
症
で
す
。

ア
ジ
ア
地
域
を
は
じ
め
世
界
各
地
で
発

生
が
み
ら
れ
、
毎
年
４
～
５
万
人
が
死

亡
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
半
世
紀
以
上

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
や
物
の
海
外

交
流
が
盛
ん
な
現
在
、
い
つ
ど
の
よ
う
な

形
で
侵
入
し
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
狂
犬
病
へ
の
危
機
感
が
薄
い
飼
主
も

い
る
よ
う
で
す
が
、
発
生
す
れ
ば
犬
を
飼

育
し
て
い
な
い
方
の
命
に
も
関
わ
り
ま
す
。

　
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を
す
る
こ
と

で
、
狂
犬
病
の
発
生
・
ま
ん
延
、
人
へ
の

感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
狂
犬
病
予
防
接
種

　
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

と
、
注
射
時
に
お
渡
し
す
る
注
射
済
票

の
装
着
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
予
防
注
射
の
実
施
方
法

　
町
で
は
４
月
か
ら
、町
内
の
公
民
館
等

で
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
登
録
済

み
の
方
に
は
、
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
確
認
く
だ
さ
い
。
都
合
が
付
か
な

い
場
合
は
、指
定
外
の
会
場
や
、
動
物
病

院
で
の
接
種
も
可
能
で
す
の
で
、
６
月
末

ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
注
射
を
受
け
る
前
に

　
問
診
に
よ
り
、
接
種
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
問
診
票

に
記
入
し
当
日
、
獣
医
師
へ
相
談
す
る

か
、
前
も
っ
て
動
物
病
院
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
注
射
後
の
注
意
点

　
２
、３
日
は
散
歩
を
控
え
め
に
し
て
く

だ
さ
い
。
／
３
、４
日
は
シ
ャ
ン
プ
ー
を

控
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
秋
の
集
合
注
射
に
つ
い
て

　
今
年
か
ら
秋
の
集
合
注
射
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
だ
か
ら
こ
そ
、
年
に
1
度
の
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

4
月
か
ら
基
本
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

健診

　
今
年
の
基
本
健
診
は
、
春
の
部
４
月

と
秋
の
部
９
月
に
実
施
し
ま
す
。
　

　
各
地
区
の
受
診
希
望
者
数
を
も
と
に
、

な
る
べ
く
待
ち
時
間
に
差
が
出
な
い
よ
う

割
り
振
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
で

き
る
だ
け
指
定
の
日
時
に
受
診
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
保
健
予
防

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
程
【
春
の
部
】

野
尻
湖
支
館 

４
月
10
日
金
／
総
合
会

館 

４
月
15
日
水
・
16
日
木
・
17
日
金
／

富
士
里
支
館
４
月
24
日
金

■
日
程
【
秋
の
部
】

地
域
交
流
施
設
（
旧
古
間
小
学
校
） 

9

月
3
日
木
・
4
日
金
／
古
海
集
会
場 

９

月
10
日
木
（
午
後
）
／
総
合
会
館 

９
月

11
日
金

健
康
診
断
は
年
に
一
度
、
自
分
の
体
を
知
り
、
早
期
発
見･

治
療
に
結
び
つ
け

る
重
要
な
検
査
で
す
。
積
極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
福
祉
課 

保
健
予
防
係
☎
（
２
５
５
）
３
１
１
２

ご
み
ゼ
ロ
運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
美
し
い
町

清掃

■
ご
み
ゼ
ロ
運
動
と
は
　
環
境
の
美
化

と
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し

た
ご
み
拾
い
運
動
で
す
。

■
実
施
日　

４
月
26
日
日
小
雨
決
行（
中

止
の
場
合
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
で
放
送
）

■
時
間　

午
前
8
時
～
午
前
9
時
頃

■
集
合
場
所　

柏
原
地
区
：
役
場
　
野

尻
地
区
：
野
尻
湖
支
館
　
古
間
地
区
：
旧

古
間
支
館
　
富
士
里
地
区
：
富
士
里
支
館

■
持
ち
物　

軍
手
、
ご
み
袋

町
で
は
今
年
度
も
町
内
一
斉
ご
み
ゼ
ロ
運
動
（
ご
み
拾
い
）
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
い
た
だ
け
る
み
な
さ
ん
は
、
各
地
区
の
集
合
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
福
祉
課 

環
境
係
☎
（
２
５
５
）
５
９
２
４

■
縦
覧
制
度

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
他
の
土

地
や
家
屋
と
比
較
し
て
、
自
分
の
土
地
、

家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
制
度

　
納
税
者
自
身
が
、
所
有
す
る
資
産
に

つ
い
て
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
・
閲
覧
の
期
間
　

４
月
１
日
水
～
６
月
２
日
火

　
通
常
業
務
時
間
内
に
総
務
課
税
務
係

の
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

手
数
料
は
無
料
で
す
。

町
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
土
地
や
家
屋
の
縦
覧
・
閲
覧
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
に
関
す
る
「
縦
覧
」「
閲
覧
」

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
確
認
で
き
ま
す

税金

問
総
務
課 

税
務
係
☎
（
２
５
５
）
５
９
２
１

社
会
体
育
施
設 

問
総
合
体
育
館
☎
（
２
５
５
）
５
５
６
６

運
動
施
設　
　

 

問
黒
姫
管
理
棟
☎
（
２
５
５
）
２
１
８
８
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健
診
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

　

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
は
、
あ
る

日
突
然
起
こ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣
病
を
起
こ
す

血
管
の
変
化
は
、
10
～
15
年
か
け
て
じ
わ
じ
わ

と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
間
、
痛
み
や
だ
る

さ
な
ど
の
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
づ
か

な
い
う
ち
に
、
血
管
の
変
化
（
動
脈
硬
化
）
が
進

行
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
原
因
と
な
る

の
は
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣

で
す
。　
　

　

血
管
を
傷
つ
け
る
危
険
因
子
が
な
い
か
を
毎

年
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
健
康
診
断
で
す
。
町
で

は
毎
年
４
月
と
９
月
に
健
康
診
断
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
受
診
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
月
号
で
は
健
診
前
に
実
践
す
れ
ば
、
血
液

デ
ー
タ
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
間
違
い
な
し

の
「
食
べ
方
の
コ
ツ
」
、
略
し
て
「
食
べ
コ
ツ
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

太
り
や
す
い
食
べ
方
と
は

　

仕
事
の
都
合
で
、
ど
う
し
て
も
夕
食
が
遅
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
な
ん
て
方
も
、
食
べ
コ

ツ
を
実
践
す
れ
ば
大
丈
夫
。

　

夜
遅
く
食
べ
る
と
、
寝
る
ま
で
の
時
間
が
短

い
た
め
、
十
分
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
で
き
ず

に
余
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら

れ
ま
す
。

　

で
き
れ
ば
９
時
ま
で
に
食
べ
終
え
る
の
が

理
想
的
で
す
が
、
仕
事
や
付
き
合
い
な
ど
で
難

し
い
と
い
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
？

そ
ん
な
場
合
に
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
食
べ
方
の

コ
ツ
に
気
を
付
け
れ
ば
、
太
り
に
く
く
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
い
つ
も
の

食
べ
方
が
、
太
り
や
す
い
食
べ
方
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
遅
い
夕
食
の
太
り
や
す
さ
度
チ
ェ
ッ
ク
】

□
夕
食
時
に
は
お
な
か
が
ぺ
こ
ぺ
こ

□
食
事
時
間
は
30
分
以
内

□
食
事
と
一
緒
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む

□
揚
げ
物
を
よ
く
食
べ
る

□
カ
レ
ー
や
丼
も
の
を
よ
く
食
べ
る

□
麺
類
を
よ
く
食
べ
る

□
食
後
に
デ
ザ
ー
ト
を
食
べ
る

□
野
菜
の
お
か
ず
は
あ
ま
り
食
べ
な
い

　

こ
れ
ら
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
数
が
多
い
ほ

ど
太
り
や
す
い
食
べ
方
と
言
え
ま
す
。

食
べ
コ
ツ
の
ご
紹
介

食
べ
コ
ツ
①　

夕
方
６
時
ま
で
に
お
や
つ（
主

食
）を
と
る

　

昼
食
か
ら
夕
食
ま
で
の
時
間
が
長
く
空
く

と
、
体
は
脂
肪
を
た
め
込
み
や
す
く
な
り
ま

す
。夕
食
が
９
時
以
降
に
な
り
そ
う
な
と
き
は
、

脂
肪
を
蓄
積
し
に
く
い
夕
方
６
時
ま
で
に
、
お

に
ぎ
り
な
ど
の
間
食
を
取
り
、
夕
食
で
は
主
食

を
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

食
べ
コ
ツ
②　

よ
く
噛
ん
で
30
分
以
上
か
け
て

食
べ
る

　

噛
む
こ
と
に
よ
っ
て
脳
に
指
令
が
伝
わ
り
、

神
経
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
出
ま
す
。
こ
の
物
質
に
は

食
欲
を
抑
え
た
り
、
体
脂
肪
を
分
解
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
満
腹
サ
イ
ン
を
脳
に
送

る
「
レ
プ
チ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
は
食
事
開

始
30
分
後
か
ら
出
は
じ
め
る
の
で
、
ゆ
っ
く
り

食
事
を
す
る
こ
と
は
食
べ
過
ぎ
防
止
に
も
な
り

ま
す
。

食
べ
コ
ツ
③　

３
つ
の「
あ
」を
重
ね
な
い

　

頭
文
字
が
「
あ
」
の
「
ア
ル
コ
ー
ル
」「
脂
っ

ぽ
い
物
」「
甘
い
物
」
は
、
い
ず
れ
も
取
り
過
ぎ

る
と
肥
満
の
元
に
。
夜
９
時
を
過
ぎ
た
ら
取
ら

な
い
の
が
得
策
で
す
が
、
せ
め
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
ん
だ
ら
揚
げ
物
は
控
え
め
に
、
甘
い
物

は
翌
日
に
回
す
な
ど
、
３
つ
の
「
あ
」
を
重
ね
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
べ
コ
ツ
④　

炭
水
化
物
は
ほ
ん
の
少
し
に

　

ご
は
ん
や
パ
ン
な
ど
の
炭
水
化
物
は
貴
重

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
が
、
夜
、
食
べ
た
後
に

寝
る
だ
け
の
場
合
は
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
使

い
き
れ
ず
に
余
り
、
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
ま

す
。
夜
９
時
以
降
に
食
べ
る
な
ら
、
炭
水
化
物

は
抜
く
か
、
ほ
ん
の
少
し
に
し
ま
し
ょ
う
。
丼

も
の
や
カ
レ
ー
、
パ
ス
タ
な
ど
炭
水
化
物
が
メ

イ
ン
の
食
事
は
夜
９
時
以
降
は
避
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

食
べ
コ
ツ
⑤　

ま
ず
野
菜
か
ら
食
べ
る

　

夜
遅
い
と
、
つ
い
面
倒
に
な
っ
て
野
菜
の
お

か
ず
を
省
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
野
菜
は
「
９
時

か
ら
夕
食
」
の
強
い
味
方
。
食
べ
る
順
番
は
「
ま

ず
野
菜
か
ら
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
最
初
に

野
菜
か
ら
食
べ
る
こ
と
で
満
腹
感
が
得
ら
れ
、

脂
も
の
や
炭
水
化
物
の
量
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

野
菜
の
食
べ
る
順
番
も
酵
素
が
取
れ
る
生
野
菜

を
取
り
、
食
物
繊
維
の
豊
富
な
温
野
菜
の
順
で

食
べ
る
と
、
よ
り
太
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

健
診
前
に
健
康
な
体
に
改
善
し
よ
う
！

「
食
べコツ
」を
紹
介
し
ま
す

健
康
の

達
人

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
４

月
で
す
。
雪
解
け
が
ど
ん
ど
ん

進
み
、
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た

ね
。

　

私
は
、
暑
さ
が
苦
手
で
雪
が

好
き
な
の
で
冬
が
と
て
も
好
き

な
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ

を
読
ん
で
い
る
皆
さ
ん
は
「
ど

の
季
節
が
好
き
で
す
か
？
」
と

聞
か
れ
た
ら
、
こ
れ
か
ら
の
暖

か
く
な
る
季
節
が
好
き
と
答
え

る
方
が
ほ
と
ん
ど
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
で
す
か
？

　

さ
て
、
動
物
も
春
は
活
発
に

動
き
始
め
る
季
節
で
す
。で
も
、

動
物
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
春
を
感
じ
取
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
？
一
番
思
い
当
た
る
の

は
気
温
の
変
化
で
す
が
、
実
は

気
温
は
毎
年
一
定
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
暖
冬
で
あ
っ
た
り
、
寒

さ
が
長
引
い
た
り
と
、
そ
の
年

に
よ
っ
て
暖
か
く
な
る
時
期
が

違
う
た
め
、
毎
年
同
じ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
必
ず
毎
年
同
じ
周
期

で
春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
太
陽
で

す
。
夏
至
や
冬
至
は
必
ず
同
じ

日
で
す
。
つ
ま
り
、
太
陽
が
当

た
る
時
間
「
日
照
時
間
」
は
、

気
温
や
天
気
に
関
係
な
く
絶
対

に
同
じ
で
す
。

　

動
物
は
、
長
年
の
進
化
の
過

程
で
１
年
の
日
照
時
間
の
変
化

を
無
意
識
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
哺
乳
類
は
目
を

通
し
て
日
中
の
長
さ
を
感
じ
、

鳥
類
は
脳
の
中
に
光
の
長
さ
を

感
じ
る
受
容
器
が
あ
り
、
頭
皮

な
ど
を
通
し
て
昼
間
の
長
さ
を

感
じ
取
り
ま
す
。
仮
に
目
が
見

え
な
く
て
も
、
鳥
類
は
季
節
を

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　

ち
な
み
に
春
の
代
名
詞
「
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
は
温
度
で
春
を

感
じ
開
花
し
ま
す
。

　

動
物
が
季
節
を
正
確
に
把
握

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

は
、
子
育
て
が
し
や
す
い
時
期

を
知
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

す
。
つ
ま
り
温
暖
で
、
食
料
も

豊
富
に
な
り
、
子
供
が
よ
り
確

実
に
成
長
で
き
る
春
か
ら
夏
に

か
け
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

に
、
出
産
を
春
先
に
迎
え
る
た

め
に
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
正

確
に
感
じ
取
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
妊
娠
期
間
が
約

半
年
で
あ
る
山
羊
や
羊
は
、
繁

殖
活
動
を
秋
に
行
い
、
妊
娠
期

間
の
短
い
鳥
や
小
動
物
た
ち

は
、春
先
に
繁
殖
を
行
い
ま
す
。

乳
牛
は
季
節
を
選
ば
ず
、
い
つ

で
も
出
産
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
た
ち
が
牛
乳
を
１
年
中

飲
め
る
の
も
、
そ
の
お
か
げ
な

の
で
す
。

　

上
の
写
真
は
４
カ
月
の
子
牛

で
す
。
な
ん
だ
か
大
人
っ
ぽ
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
牛
の
こ

ろ
は
、
世
話
を
し
て
い
る
人
以

外
の
人
に
も
人
な
つ
っ
こ
く
し

て
き
ま
す
が
、
大
き
く
な
る
に

つ
れ
だ
ん
だ
ん
警
戒
心
が
強
く

な
り
ま
す
。
４
カ
月
は
人
間
で

い
う
と
小
学
校
の
低
学
年
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
？
か
わ
い
い
で

す
ね
！

大人っぽくなってきた生後4カ月の子牛

獣医師：清水達夫

信濃小中学校 9 年生と一般向けに講演会を開催

 自殺対策強化月間に、心の健康や命について学ぶ

自殺者が年間で最も多い 3 月は、国の自殺対策強化

月間で、町では２つの講演会を開催。3 月12 日は

信濃小中学校 9 年生を対象に、山陽学園大学学部長の

近藤卓氏から「共有体験の意味」と題してご講演いただ

きました。近藤氏は、人には多面性があり、一つの面だ

けで判断しないことの大切さをドラマの話しも交えなが

ら語りました。3 月14 日は「こころが元気になる方法

とあなたのこころの癖を知る講演会」を地域交流施設で

開催。心理カウンセラー太田夏江氏から、心と体のつな

がりや物事の捉え方の癖などについてご講演いただき

ました。参加者たちは、講演会を通じて心の健康につい

て改めて考えるよい機会となりました。

Topics

中学生の講演会 一般の方の講演会
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私
の
目
指
す
児
童
生
徒
会

児
童
生
徒
会
長
　
柳
澤
　
啓
斗

私
が
目
指
し
て
い
く
児
童
生
徒
会

は
、
今
年
九
年
生
の
み
な
さ
ん
が
創
っ

て
き
て
下
さ
っ
た
、「
あ
い
さ
つ
」「
清

掃
」「
歌
声
」「
保
健
・
給
食
」「
福
祉
」

の
五
つ
の
柱
を
、
さ
ら
に
よ
く
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
他
の

委
員
会
と
う
ま
く
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
企
画
・
運
営
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
会
役
員
だ
け
で
な

く
、
全
校
で
五
つ
の
柱
を
よ
く
し
て

い
け
る
よ
う
な
企
画
も
行
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終
的

に
は
、
全
校
の
笑
顔
が
輝
く
学
校
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
代
議
員
会

議
長
　
仲
田
　
真
子

私
は
、「
自
分
は
ク
ラ
ス
の
代
表

だ
。」
と
一
人
一
人
が
自
覚
で
き
る
よ

う
な
代
議
員
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

信
濃
小
中
学
校
が
さ
ら
に
飛
躍
し
て

い
く
に
は
、
ク
ラ
ス
や
学
年
で
一
つ
に

な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
代
議
員
の
意

識
を
一
つ
に
ま
と
め
、
全
員
で
一
人
一

人
の
ク
ラ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
代

議
員
全
員
が
協
力
し
、
自
分
達
が
ク

ラ
ス
、
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る

よ
う
な
代
議
員
会
を
創
り
上
げ
ま
す
。

僕
が
目
指
す
生
活
委
員
会

生
活
委
員
長
　
佐
藤
　
　
翔

僕
が
目
指
す
の
は
、
全
校
一
人
一

人
が
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
そ
し
て

気
持
ち
よ
く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

い
ま
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
誰
に
で

も
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で
き
る
よ
う

に
挨
拶
運
動
な
ど
を
通
し
て
全
校
の

つ
な
が
り
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
安
全
に
学

校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
廊

下
歩
行
の
徹
底
し
た
り
、
き
ち
ん
と

し
た
身
支
度
、
学
校
の
き
ま
り
を
意

識
し
た
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
委
員
と
協
力
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

私
の
目
指
す
清
美
委
員
会

清
美
委
員
長
　
小
板
橋
菜
美

私
の
目
指
す
清
美
委
員
会
は
、
先

輩
が
つ
く
り
あ
げ
た
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
先
輩
が
や
っ
て

き
た
活
動
は
と
て
も
多
く
、
そ
の
全

て
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
む
ず
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
今
ま
で
や
っ
て

き
た
企
画
に
こ
れ
か
ら
の
清
掃
が
さ

ら
に
良
く
な
る
よ
う
な
企
画
を
加
え
、

少
し
ず
つ
全
校
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。
清
美
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

毎
日
の
清
掃
を
さ
ら
に
よ
く
し
て
い

き
た
い
で
す
。

僕
の
目
指
す

保
健
・
給
食
委
員
会

保
健
・
給
食
委
員
長
　
富
永
　
陸
斗

僕
が
目
指
す
保
健
・
給
食
委
員
会

は
、
委
員
一
人
一
人
が
、
ク
ラ
ス
の
先

頭
に
立
っ
て
ク
ラ
ス
の
健
康
を
考
え

て
、
活
動
し
て
い
け
る
委
員
会
で
す
。

か
ぜ
が
は
や
る
時
期
に
は
、
保
健
・

給
食
委
員
が
自
分
の
ク
ラ
ス
の
た
め

に
呼
び
か
け
や
、
活
動
を
行
っ
て
い

け
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
工
夫
し
て

い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

給
食
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
や

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
、
給

食
を
い
た
だ
く
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

僕
が
目
指
す

体
育
応
援
委
員
会

体
育
応
援
委
員
長
　
伊
藤
　
達
己

体
育
応
援
委
員
会
は
、
体
育
館
の

安
全
と
壮
行
会
の
応
援
が
仕
事
で
す
。

体
育
館
を
使
う
全
校
の
み
な
さ
ん

が
、
安
全
に
楽
し
く
使
え
る
よ
う
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
実
践
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

壮
行
会
で
声
を
出
す
場
面
は
僕
達

の
出
番
で
す
。
応
援
以
外
に
も
日
常

の
あ
い
さ
つ
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

応
援
で
は
、
選
手
の
み
な
さ
ん
が
い

つ
も
以
上
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
あ
い
さ
つ
は
明
る

く
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

体
育
応
援
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
学
校
全
体
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

私
の
目
指
す
文
化
委
員
会

文
化
委
員
長
　
中
山
　
光
裕

私
が
目
指
す
の
は
、
歌
う
こ
と
、

文
化
に
親
し
む
こ
と
で
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
創
る
委
員
会
で
す
。
笑
顔
は
、

児
童
・
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
大
き

な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
歌
う
時
、
表

情
が
明
る
い
と
気
持
ち
も
明
る
く
な

り
、
自
然
と
声
も
出
て
き
ま
す
。
委

員
や
九
学
年
を
中
心
と
し
て
そ
ん
な

歌
声
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
文
化
活
動
で
は
、
皆
で
楽
し
ん
で

参
加
で
き
る
企
画
を
色
々
考
え
て
行

い
た
い
で
す
。
全
校
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
も
っ
と
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
四
月

か
ら
も
皆
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
図
書
委
員
会

図
書
委
員
長
　
吉
村
　
萌
湧

私
は
、「
本
を
読
む
の
は
苦
手
」
と

考
え
て
い
る
人
の
壁
を
破
っ
て
、
全

校
の
み
な
さ
ん
が
本
と
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
ま
ず
、
本
の
楽
し
さ
や
面

白
さ
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
全
校
の
み
な
さ

ん
が
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
企
画
を
た
く
さ
ん
実
施
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。九
年
生
が
や
っ

て
き
た
企
画
を
続
け
る
と
と
も
に
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
も
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
で
す
。

私
の
目
指
す
放
送
委
員
会

放
送
委
員
長
　
佐
藤
　
　
光

私
の
目
指
す
放
送
委
員
会
は
全

校
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
聞
い
て
も
ら

え
る
よ
う
な
放
送
の
で
き
る
委
員
会

で
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
ラ
ジ
オ
番
組
の

よ
う
な
企
画
を
お
昼
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
全
校
の
皆
さ
ん
を
動

か
す
役
割
と
し
て
の
放
送
に
責
任
を

も
つ
こ
と
で
す
。

委
員
で
協
力
し
全
校
の
皆
さ
ん
に

正
確
で
素
敵
な
放
送
を
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
目
指
す
広
報
委
員
会

広
報
委
員
長
　
和
田
　
夏
波

私
は
、
全
校
の
み
な
さ
ん
に
た
く

さ
ん
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
け
る
広
報
委
員
会
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
広
報
委
員
会
の
仕
事
は

新
聞
や
秋
桜
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
児
童
生
徒
会
機
関
誌
「
躍
進
」

の
制
作
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
も
ら
う
も
の
が
多
い
で
す
。
制
作

す
る
段
階
は
地
味
で
目
立
た
な
い
仕

事
の
連
続
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人

に
分
か
り
や
す
く
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
丁
寧
に
作
成
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

委
員
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
緑
化
委
員
会

緑
化
委
員
長
　
鵜
澤
　
瑞
希

私
が
目
指
す
緑
化
委
員
会
は
、
全

校
の
み
な
さ
ん
一
人
一
人
に
花
や
緑
の

大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
る
委
員
会
で
す
。

そ
の
た
め
に
全
校
の
み
な
さ
ん
が
花

と
触
れ
合
え
る
よ
う
な
企
画
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば

楽
し
ん
で
花
や
緑
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

緑
化
委
員
会
は
と
て
も
大
変
な
仕
事

ば
か
り
で
す
が
、
先
生
方
を
含
め
全

校
の
み
な
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
外
の
花
壇
や
花
び
ん

の
手
入
れ
を
し
、
全
校
の
み
な
さ
ん

の
笑
顔
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

～
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
～

福
祉
・
交
流
委
員
会

福
祉
・
交
流
委
員
長
　
村
山
か
り
ん

福
祉
・
交
流
委
員
会
は
、
人
と
人

を
つ
な
げ
る
委
員
会
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。
福
祉
で
は
、
学
校
で
集
め
た

資
源
を
世
界
や
日
本
の
困
っ
て
い
る

人
々
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う

送
り
ま
す
。
そ
し
て
、
交
流
で
は
、

全
校
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
地
域

の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く
り

ま
す
。
そ
ん
な
活
動
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
人
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

ど
う
し
た
ら
み
ん
な
が
楽
し
く
笑
顔

に
な
れ
る
か
を
考
え
合
い
、
行
動
で

き
る
そ
ん
な
委
員
会
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

目指す児童生徒会

僕
の
目
指
す

保
健
・
給
食
委
員
会

保
健
・
給
食
委
員
長

　
富
永

　
陸
斗

僕
が
目
指
す
保
健
・
給
食
委
員
会

は
、
委
員
一
人
一
人
が
、
ク
ラ
ス
の
先

頭
に
立
っ
て
ク
ラ
ス
の
健
康
を
考
え

て
、
活
動
し
て
い
け
る
委
員
会
で
す
。

か
ぜ
が
は
や
る
時
期
に
は
、
保
健
・

給
食
委
員
が
自
分
の
ク
ラ
ス
の
た
め

に
呼
び
か
け
や
、
活
動
を
行
っ
て
い

け
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
工
夫
し
て

い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

給
食
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
や

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
、
給

食
を
い
た
だ
く
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

僕
が
目
指
す

体
育
応
援
委
員
会

体
育
応
援
委
員
長

　
伊
藤

　
達
己

体
育
応
援
委
員
会
は
、
体
育
館
の

安
全
と
壮
行
会
の
応
援
が
仕
事
で
す
。

体
育
館
を
使
う
全
校
の
み
な
さ
ん

が
、
安
全
に
楽
し
く
使
え
る
よ
う
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
実
践
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

壮
行
会
で
声
を
出
す
場
面
は
僕
達

の
出
番
で
す
。
応
援
以
外
に
も
日
常

の
あ
い
さ
つ
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

応
援
で
は
、
選
手
の
み
な
さ
ん
が
い

つ
も
以
上
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
あ
い
さ
つ
は
明
る

く
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

体
育
応
援
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
学
校
全
体
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

私
の
目
指
す
文
化
委
員
会

文
化
委
員
長

　
中
山

　
光
裕

私
が
目
指
す
の
は
、
歌
う
こ
と
、

文
化
に
親
し
む
こ
と
で
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
創
る
委
員
会
で
す
。
笑
顔
は
、

児
童
・
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
大
き

な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
歌
う
時
、
表

情
が
明
る
い
と
気
持
ち
も
明
る
く
な

り
、
自
然
と
声
も
出
て
き
ま
す
。
委

員
や
九
学
年
を
中
心
と
し
て
そ
ん
な

歌
声
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
文
化
活
動
で
は
、
皆
で
楽
し
ん
で

参
加
で
き
る
企
画
を
色
々
考
え
て
行

い
た
い
で
す
。
全
校
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
も
っ
と
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
四
月

か
ら
も
皆
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
図
書
委
員
会

図
書
委
員
長

　
吉
村

　
萌
湧

私
は
、「
本
を
読
む
の
は
苦
手
」
と

考
え
て
い
る
人
の
壁
を
破
っ
て
、
全

校
の
み
な
さ
ん
が
本
と
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
ま
ず
、
本
の
楽
し
さ
や
面

白
さ
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
全
校
の
み
な
さ

ん
が
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
企
画
を
た
く
さ
ん
実
施
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。九
年
生
が
や
っ

て
き
た
企
画
を
続
け
る
と
と
も
に
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
も
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
で
す
。

私
の
目
指
す
放
送
委
員
会

放
送
委
員
長

　
佐
藤

　
　
光

私
の
目
指
す
放
送
委
員
会
は
全

校
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
聞
い
て
も
ら

え
る
よ
う
な
放
送
の
で
き
る
委
員
会

で
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
ラ
ジ
オ
番
組
の

よ
う
な
企
画
を
お
昼
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
全
校
の
皆
さ
ん
を
動

か
す
役
割
と
し
て
の
放
送
に
責
任
を

も
つ
こ
と
で
す
。

委
員
で
協
力
し
全
校
の
皆
さ
ん
に

正
確
で
素
敵
な
放
送
を
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
目
指
す
広
報
委
員
会

広
報
委
員
長

　
和
田

　
夏
波

私
は
、
全
校
の
み
な
さ
ん
に
た
く

さ
ん
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
け
る
広
報
委
員
会
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
広
報
委
員
会
の
仕
事
は

新
聞
や
秋
桜
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
児
童
生
徒
会
機
関
誌
「
躍
進
」

の
制
作
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
も
ら
う
も
の
が
多
い
で
す
。
制
作

す
る
段
階
は
地
味
で
目
立
た
な
い
仕

事
の
連
続
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人

に
分
か
り
や
す
く
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
丁
寧
に
作
成
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

委
員
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
緑
化
委
員
会

緑
化
委
員
長

　
鵜
澤

　
瑞
希

私
が
目
指
す
緑
化
委
員
会
は
、
全

校
の
み
な
さ
ん
一
人
一
人
に
花
や
緑
の

大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
る
委
員
会
で
す
。

そ
の
た
め
に
全
校
の
み
な
さ
ん
が
花

と
触
れ
合
え
る
よ
う
な
企
画
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば

楽
し
ん
で
花
や
緑
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

緑
化
委
員
会
は
と
て
も
大
変
な
仕
事

ば
か
り
で
す
が
、
先
生
方
を
含
め
全

校
の
み
な
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
外
の
花
壇
や
花
び
ん

の
手
入
れ
を
し
、
全
校
の
み
な
さ
ん

の
笑
顔
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

～
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
～

福
祉
・
交
流
委
員
会

福
祉
・
交
流
委
員
長

　
村
山
か
り
ん

福
祉
・
交
流
委
員
会
は
、
人
と
人

を
つ
な
げ
る
委
員
会
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。
福
祉
で
は
、
学
校
で
集
め
た

資
源
を
世
界
や
日
本
の
困
っ
て
い
る

人
々
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う

送
り
ま
す
。
そ
し
て
、
交
流
で
は
、

全
校
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
地
域

の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く
り

ま
す
。
そ
ん
な
活
動
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
人
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

ど
う
し
た
ら
み
ん
な
が
楽
し
く
笑
顔

に
な
れ
る
か
を
考
え
合
い
、
行
動
で

き
る
そ
ん
な
委
員
会
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

私
の
目
指
す
児
童
生
徒
会

児
童
生
徒
会
長

　
柳
澤

　
啓
斗

私
が
目
指
し
て
い
く
児
童
生
徒
会

は
、
今
年
九
年
生
の
み
な
さ
ん
が
創
っ

て
き
て
下
さ
っ
た
、「
あ
い
さ
つ
」「
清

掃
」「
歌
声
」「
保
健
・
給
食
」「
福
祉
」

の
五
つ
の
柱
を
、
さ
ら
に
よ
く
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
他
の

委
員
会
と
う
ま
く
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
企
画
・
運
営
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
会
役
員
だ
け
で
な

く
、
全
校
で
五
つ
の
柱
を
よ
く
し
て

い
け
る
よ
う
な
企
画
も
行
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終
的

に
は
、
全
校
の
笑
顔
が
輝
く
学
校
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
代
議
員
会

議
長

　
仲
田

　
真
子

私
は
、「
自
分
は
ク
ラ
ス
の
代
表

だ
。」
と
一
人
一
人
が
自
覚
で
き
る
よ

う
な
代
議
員
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

信
濃
小
中
学
校
が
さ
ら
に
飛
躍
し
て

い
く
に
は
、
ク
ラ
ス
や
学
年
で
一
つ
に

な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
代
議
員
の
意

識
を
一
つ
に
ま
と
め
、
全
員
で
一
人
一

人
の
ク
ラ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
代

議
員
全
員
が
協
力
し
、
自
分
達
が
ク

ラ
ス
、
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る

よ
う
な
代
議
員
会
を
創
り
上
げ
ま
す
。

僕
が
目
指
す
生
活
委
員
会

生
活
委
員
長

　
佐
藤

　
　
翔

僕
が
目
指
す
の
は
、
全
校
一
人
一

人
が
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
そ
し
て

気
持
ち
よ
く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

い
ま
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
誰
に
で

も
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で
き
る
よ
う

に
挨
拶
運
動
な
ど
を
通
し
て
全
校
の

つ
な
が
り
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
安
全
に
学

校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
廊

下
歩
行
の
徹
底
し
た
り
、
き
ち
ん
と

し
た
身
支
度
、
学
校
の
き
ま
り
を
意

識
し
た
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
委
員
と
協
力
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

私
の
目
指
す
清
美
委
員
会

清
美
委
員
長

　
小
板
橋
菜
美

私
の
目
指
す
清
美
委
員
会
は
、
先

輩
が
つ
く
り
あ
げ
た
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
先
輩
が
や
っ
て

き
た
活
動
は
と
て
も
多
く
、
そ
の
全

て
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
む
ず
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
今
ま
で
や
っ
て

き
た
企
画
に
こ
れ
か
ら
の
清
掃
が
さ

ら
に
良
く
な
る
よ
う
な
企
画
を
加
え
、

少
し
ず
つ
全
校
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。
清
美
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

毎
日
の
清
掃
を
さ
ら
に
よ
く
し
て
い

き
た
い
で
す
。

目指す児童生徒会
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特別会計名 予算額 一般会計繰入金
国民健康保険 13億6,764万円 1億930万円

後期高齢者医療 9,752万円 3,305万円

介護保険事業 8億6,999万円 1億2,009万円

古海診療所 482万円 142万円

水道事業 2,280万円 922万円

下水道事業 3億5,821万円 2億4,160万円

農業集落排水事業 2億2,402万円 1億7,060万円

特定環境保全公共下水道事業 1,303万円 920万円

個別排水処理施設整備事業 1,105万円 730万円

水道事業
（収益的収入) 1億8,496万円 0万円

（資本的収入) 599万円 0万円

病院事業
（収益的収入） 13億4,111万円 2億6,772万円

（資本的収入） 9,771万円 4,271万円

合　計 45億9,885万円 10億1,221万円

【特別会計】繰入金の総額は約10億円
特定の歳入歳出を一般会計と区分して経理する会
計が特別会計です。９つの特別会計と上水道事業
及び病院事業の２つの事業会計に区分されます。

使用料･手数料
1億3,692万円

（2.4%)

地方譲与税
地方特例交付金等
2億7,290万円
(4.9％)

人件費
10億2,922万円(18.4％)

扶助費
3億6,825万円(6.6％)
公債費
4億6,753万円(8.4％)

普通建設事業費・
災害復旧費
7億3,495万円
(13.1％)

物件費
9億4,015万円(16.8％)

維持補修費
2億5,854万円
(4.6％)

補助費等
10億1,795万円(18.2％)

積立金他
2,577万円

（0.5％) 操出金
7億793万円(12.7％)

自
主
財
源

　２
８
・
８
％

依
存
財
源

　７
１
・
２
％

義
務
的
経
費 

３
３
・
３
％

そ
の
他 

５
３
・
６
％

町税
11億2,164万円

（20.0%)

地方交付税
　23億8,000万円

（42.5%)

県支出金:2億8,211万円（5.0%)

負担金他
2億1,654万円
(3.9％)

繰入金
1億3,884万円
(2.5％)

町債：7億2,800万円(13.0％)

国庫支出金
　3億1,805万円（5.7%)

投
資
的
経
費
１
３
・
１
％

出資金
4,471万円
(0.8％)

事業収入の不足分を補うお金
一般会計と特別会計等の間で行われる予算の相互
充用で、各特別会計等で事業収入を充てることが
できない経費や不足分等を補うための一般会計か
らの繰入金です。

平
成
27
年
度
の
予
算

信
頼
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
支
援
と

人
口
増
施
策
を
推
進

　
「
景
気
は
、個
人
消
費
な
ど
に
弱

さ
が
み
ら
れ
る
が
、緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
お
り
、先
行
き

に
つ
い
て
は
、緩
や
か
に
回
復
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」と

の
月
例
経
済
報
告
で
発
表
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、依
然
と
し
て
地
方

部
の
停
滞
感
は
根
強
く
、景
気
の

先
行
き
が
不
安
定
な
状
況
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、町
で
は
町
内

企
業
お
よ
び
町
民
の
経
済
活
動
の

安
定
化
を
図
り
、町
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、国
・
県
の
補
助

事
業
等
を
積
極
的
に
活
用
し
て
各

種
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
は
、子
育
て
支
援
に
向
け
た
施

策
の
展
開
と
し
て
子
育
て
支
援
事

業
の
拡
充
や
奨
学
資
金
貸
付
事
業

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
人
口
増

加
対
策
で
は
移
住
定
住
促
進
事
業

一
般
会
計
を
は
じ
め
、
特
別
会
計
お

よ
び
公
営
企
業
会
計
の
平
成
27
年
度

予
算
が
、
信
濃
町
議
会
定
例
会
3
月

会
議
で
成
立
し
ま
し
た
。

ワン
ポイント

！

一般会計繰入金とは何ですか？

一般会計：歳出
55 億 9,500 万円

一般会計：歳入
55 億 9,500 万円

※
（ 

）
内
数
値
は
構
成
比

問総務課 財政係 ☎（２５５）５９２０
当初予算の概要は、町ホームページをご覧ください。
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僕
の
目
指
す

保
健
・
給
食
委
員
会

保
健
・
給
食
委
員
長

　
富
永

　
陸
斗

僕
が
目
指
す
保
健
・
給
食
委
員
会

は
、
委
員
一
人
一
人
が
、
ク
ラ
ス
の
先

頭
に
立
っ
て
ク
ラ
ス
の
健
康
を
考
え

て
、
活
動
し
て
い
け
る
委
員
会
で
す
。

か
ぜ
が
は
や
る
時
期
に
は
、
保
健
・

給
食
委
員
が
自
分
の
ク
ラ
ス
の
た
め

に
呼
び
か
け
や
、
活
動
を
行
っ
て
い

け
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
工
夫
し
て

い
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

給
食
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
方
や

生
産
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
、
給

食
を
い
た
だ
く
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

僕
が
目
指
す

体
育
応
援
委
員
会

体
育
応
援
委
員
長

　
伊
藤

　
達
己

体
育
応
援
委
員
会
は
、
体
育
館
の

安
全
と
壮
行
会
の
応
援
が
仕
事
で
す
。

体
育
館
を
使
う
全
校
の
み
な
さ
ん

が
、
安
全
に
楽
し
く
使
え
る
よ
う
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
実
践
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

壮
行
会
で
声
を
出
す
場
面
は
僕
達

の
出
番
で
す
。
応
援
以
外
に
も
日
常

の
あ
い
さ
つ
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

応
援
で
は
、
選
手
の
み
な
さ
ん
が
い

つ
も
以
上
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
あ
い
さ
つ
は
明
る

く
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

体
育
応
援
委
員
会
が
中
心
と
な
っ

て
学
校
全
体
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

私
の
目
指
す
文
化
委
員
会

文
化
委
員
長

　
中
山

　
光
裕

私
が
目
指
す
の
は
、
歌
う
こ
と
、

文
化
に
親
し
む
こ
と
で
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
創
る
委
員
会
で
す
。
笑
顔
は
、

児
童
・
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
大
き

な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
歌
う
時
、
表

情
が
明
る
い
と
気
持
ち
も
明
る
く
な

り
、
自
然
と
声
も
出
て
き
ま
す
。
委

員
や
九
学
年
を
中
心
と
し
て
そ
ん
な

歌
声
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
文
化
活
動
で
は
、
皆
で
楽
し
ん
で

参
加
で
き
る
企
画
を
色
々
考
え
て
行

い
た
い
で
す
。
全
校
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
も
っ
と
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
四
月

か
ら
も
皆
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
図
書
委
員
会

図
書
委
員
長

　
吉
村

　
萌
湧

私
は
、「
本
を
読
む
の
は
苦
手
」
と

考
え
て
い
る
人
の
壁
を
破
っ
て
、
全

校
の
み
な
さ
ん
が
本
と
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
ま
ず
、
本
の
楽
し
さ
や
面

白
さ
を
感
じ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
全
校
の
み
な
さ

ん
が
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
企
画
を
た
く
さ
ん
実
施
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。九
年
生
が
や
っ

て
き
た
企
画
を
続
け
る
と
と
も
に
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
も
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
で
す
。

私
の
目
指
す
放
送
委
員
会

放
送
委
員
長

　
佐
藤

　
　
光

私
の
目
指
す
放
送
委
員
会
は
全

校
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
聞
い
て
も
ら

え
る
よ
う
な
放
送
の
で
き
る
委
員
会

で
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
ラ
ジ
オ
番
組
の

よ
う
な
企
画
を
お
昼
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
全
校
の
皆
さ
ん
を
動

か
す
役
割
と
し
て
の
放
送
に
責
任
を

も
つ
こ
と
で
す
。

委
員
で
協
力
し
全
校
の
皆
さ
ん
に

正
確
で
素
敵
な
放
送
を
お
届
け
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
目
指
す
広
報
委
員
会

広
報
委
員
長

　
和
田

　
夏
波

私
は
、
全
校
の
み
な
さ
ん
に
た
く

さ
ん
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
け
る
広
報
委
員
会
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
広
報
委
員
会
の
仕
事
は

新
聞
や
秋
桜
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
児
童
生
徒
会
機
関
誌
「
躍
進
」

の
制
作
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
も
ら
う
も
の
が
多
い
で
す
。
制
作

す
る
段
階
は
地
味
で
目
立
た
な
い
仕

事
の
連
続
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人

に
分
か
り
や
す
く
見
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
丁
寧
に
作
成
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

委
員
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
緑
化
委
員
会

緑
化
委
員
長

　
鵜
澤

　
瑞
希

私
が
目
指
す
緑
化
委
員
会
は
、
全

校
の
み
な
さ
ん
一
人
一
人
に
花
や
緑
の

大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
る
委
員
会
で
す
。

そ
の
た
め
に
全
校
の
み
な
さ
ん
が
花

と
触
れ
合
え
る
よ
う
な
企
画
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば

楽
し
ん
で
花
や
緑
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

緑
化
委
員
会
は
と
て
も
大
変
な
仕
事

ば
か
り
で
す
が
、
先
生
方
を
含
め
全

校
の
み
な
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
外
の
花
壇
や
花
び
ん

の
手
入
れ
を
し
、
全
校
の
み
な
さ
ん

の
笑
顔
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

～
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
～

福
祉
・
交
流
委
員
会

福
祉
・
交
流
委
員
長

　
村
山
か
り
ん

福
祉
・
交
流
委
員
会
は
、
人
と
人

を
つ
な
げ
る
委
員
会
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。
福
祉
で
は
、
学
校
で
集
め
た

資
源
を
世
界
や
日
本
の
困
っ
て
い
る

人
々
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う

送
り
ま
す
。
そ
し
て
、
交
流
で
は
、

全
校
の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
地
域

の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く
り

ま
す
。
そ
ん
な
活
動
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
人
が
笑
顔
に
な
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

ど
う
し
た
ら
み
ん
な
が
楽
し
く
笑
顔

に
な
れ
る
か
を
考
え
合
い
、
行
動
で

き
る
そ
ん
な
委
員
会
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

私
の
目
指
す
児
童
生
徒
会

児
童
生
徒
会
長

　
柳
澤

　
啓
斗

私
が
目
指
し
て
い
く
児
童
生
徒
会

は
、
今
年
九
年
生
の
み
な
さ
ん
が
創
っ

て
き
て
下
さ
っ
た
、「
あ
い
さ
つ
」「
清

掃
」「
歌
声
」「
保
健
・
給
食
」「
福
祉
」

の
五
つ
の
柱
を
、
さ
ら
に
よ
く
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
他
の

委
員
会
と
う
ま
く
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
企
画
・
運
営
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
児
童
生
徒
会
役
員
だ
け
で
な

く
、
全
校
で
五
つ
の
柱
を
よ
く
し
て

い
け
る
よ
う
な
企
画
も
行
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終
的

に
は
、
全
校
の
笑
顔
が
輝
く
学
校
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
代
議
員
会

議
長

　
仲
田

　
真
子

私
は
、「
自
分
は
ク
ラ
ス
の
代
表

だ
。」
と
一
人
一
人
が
自
覚
で
き
る
よ

う
な
代
議
員
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

信
濃
小
中
学
校
が
さ
ら
に
飛
躍
し
て

い
く
に
は
、
ク
ラ
ス
や
学
年
で
一
つ
に

な
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
代
議
員
の
意

識
を
一
つ
に
ま
と
め
、
全
員
で
一
人
一

人
の
ク
ラ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
代

議
員
全
員
が
協
力
し
、
自
分
達
が
ク

ラ
ス
、
学
年
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る

よ
う
な
代
議
員
会
を
創
り
上
げ
ま
す
。

僕
が
目
指
す
生
活
委
員
会

生
活
委
員
長

　
佐
藤

　
　
翔

僕
が
目
指
す
の
は
、
全
校
一
人
一

人
が
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
そ
し
て

気
持
ち
よ
く
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

い
ま
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
誰
に
で

も
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で
き
る
よ
う

に
挨
拶
運
動
な
ど
を
通
し
て
全
校
の

つ
な
が
り
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
安
全
に
学

校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
廊

下
歩
行
の
徹
底
し
た
り
、
き
ち
ん
と

し
た
身
支
度
、
学
校
の
き
ま
り
を
意

識
し
た
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
委
員
と
協
力
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

私
の
目
指
す
清
美
委
員
会

清
美
委
員
長

　
小
板
橋
菜
美

私
の
目
指
す
清
美
委
員
会
は
、
先

輩
が
つ
く
り
あ
げ
た
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
そ
れ
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
先
輩
が
や
っ
て

き
た
活
動
は
と
て
も
多
く
、
そ
の
全

て
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
む
ず
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
今
ま
で
や
っ
て

き
た
企
画
に
こ
れ
か
ら
の
清
掃
が
さ

ら
に
良
く
な
る
よ
う
な
企
画
を
加
え
、

少
し
ず
つ
全
校
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。
清
美
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

毎
日
の
清
掃
を
さ
ら
に
よ
く
し
て
い

き
た
い
で
す
。

目指す児童生徒会
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支　出収　入

基金名 25年度末 26年度末 27年度末
財政調整基金 9億3,100万円 11億1,800万円 11億2,100万円
減債基金 4億7,900万円 4億6,500万円 4億6,800万円
公共施設等整備基金 4億9,300万円 6億7,800万円 6億8,100万円
学校建設整備基金 9,600万円 0万円 0万円
その他基金 3億5,600万円 3億7,000万円 3億7,900万円

合　計 23億5,500万円 26億3,100万円 26億4,900万円

【基金残高】道路改良事業などへ充当
計画に基づく事業や継続して行っている公共工事等へ過疎
対策事業債を活用することで、将来の大規模事業等への資
金需要に対応するため基金への積み増しを行っています。

会計名 25年度末 26年度末 27年度末

一般会計
(臨時財政対策債)

40億7,300万円
(22億8,028万円)

42億9,567万円
(23億7,668万円)

45億9,605万円
(24億4,515万円)

特別会計 50億9,759万円 48億8,110万円 46億213万円
企業会計 7億4,720万円 9億5,186万円 9億1,763万円
合　計 99億1,779万円 101億2,863万円 101億1,581万円

【町債残高】過疎対策推進により残高が増加
国の地方財政計画により、地方交付税の振替財源である臨
時財政対策債の発行と、過疎対策事業の推進に伴う過疎対
策事業債の積極的な活用により町債残高は増加。

実質的な町負担は軽減
いずれの起債 (借金 )も元利償還金に対して交付税措置の
ある有利な起債 (借金 )を活用しているので、実質的な町
負担は軽減されます。
※臨時財政対策債の交付税措置率は元利償還金の100％
※過疎対策事業債の交付税措置率は元利償還金の70％
※公営企業債の交付税措置率は事業内容に異なります。

ワン
ポイント
！

借金が増え続けているけど心配ないの？

一般的には標準財政規模の10～20％
財政調整基金の基金残高目安は、一般的に標準財政規模の
10～ 20％と言われています。信濃町の財政調整基金残高
比率は31％を確保。しかし、社会保障関係費等に係る費用
の増加と公共施設等の維持管理や将来に計画している事業
への財源として、決算の状況に応じて積み増ししています。

ワン
ポイント
！

安心と言われる基金残高の目安は？

給与
うち基本給
（町税などの自主財源）
諸手当
（地方交付税・国県支出金等）

468万8,160円

預貯金の取り崩し
(繰入金・繰越金） 17万8,840円

銀行からの借入金（町債） 72万8,000円

計 559万5,000円

家族の医療費（扶助費） 36万8,250円

ローンの返済（公債費） 46万7,530円

食費（人件費） 102万9,220円

生活雑費（物件費・補助費） 195万8,100円

家・車・電化製品の修理など
（維持修繕費・普通建設事業費） 99万3,490円

子どもへの仕送り（繰出金・出資金） 75万2,640円

貯金など（積立金） 2万5,770円

計 559万5,000円

しなの家・1年の家計簿

予算を「家計簿」に置き換えると？
一般会計の予算を、年間の収支が 559万円の家計に置き換え
てみました。みなさんのお宅の家計と比べてどうでしょうか？

と
し
て
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
安

心
・
安
全
の
確
保
や
身
近
な
社
会
資

本
の
整
備
を
中
心
に
事
業
量
を
確

保
い
た
し
ま
し
た
。

「
選
択
と
集
中
」を
徹
底

過
疎
対
策
の
推
進

　
「
第
５
次
長
期
振
興
計
画
後
期
基

本
計
画
」に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
、

５
年
間
で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き「
重
点
テ
ー
マ
・
重
点
施
策
」の

推
進
と「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画（
過
疎
計
画
）」な
ら
び
に
実
施

計
画
に
基
づ
く
過
疎
対
策
等
の
推

進
に
向
け
、施
策
を
厳
選
し「
平
成

27
年
度
予
算
編
成
方
針
」に
位
置

付
け
ま
し
た
。

■
予
算
編
成
方
針
の
優
先
施
策

「
人
口
増
に
繋
が
る
施
策
の
推
進
」

を
大
き
な
柱
と
し
て
、５
つ
の「
優

先
施
策
」に
財
源
を
優
先
的
に
配

分
し
ま
し
た
。

◎
移
住・定
住
等
人
口
増
施
策
の
推
進

◎
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
充
実

◎
地
域
資
源
を
活
か
し
た
誘
客
・
交

　
流
活
動
の
展
開

◎
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
と

　
充
実

◎
国
保
会
計
の
財
政
健
全
化
と
地

　
域
医
療
の
充
実
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平成 27(2015) 年度　野尻湖ナウマンゾウ博物館　イベント情報

第30回特別展「仲町遺跡４万年の歴史をたどる」

国道 18 号線の「野尻湖」交差点にナウマンゾウの親子像がありますが、その周辺は仲町遺
跡と呼ばれる遺跡になっています。ここでは野尻バイパスをつくる時に発掘調査がおこなわれ、
たくさんの遺物が出土しました。出土したのはおよそ
４万年前のナウマンゾウの化石から現在にいたるものま
でで、この場所を人々がずっと利用したり住んだりして
いたことがわかりました。ここから見つかった遺物をた
どることで、信濃町の歴史の移りかわりが見えてくるこ
とでしょう。
期　間　平成 27 年７月 18 日（土）～ 11 月 30 日（月）
会　場　博物館３階　特別展示室

平成 27年 3月 20日（金）より博物館のホームページが新しくなりました。これに伴い、
URLも変わりましたので、ご注意ください。
旧URL　http://www.avis.ne.jp/~nojiriko/
新URL　http://nojiriko-museum.com/

春の野尻湖で自然観察をおこないます。ゾウの小径のお
よそ７㎞の道のりを歩きながら、野尻湖に咲いている花や
野鳥を観察しましょう。
日 時　平成 27 年５月２日（土）　午前９時～
集 合　午前９時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
解 散　午後３時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
費 用　100 円（資料代＋保険代）
服 装　汚れてもよいハイキングの服装
持 ち 物　�リュックサック、筆記用具、タオル、お弁当、

水筒、雨具、持っている人は双眼鏡やルーペ
定 員　25 名（定員になり次第、締め切ります。）
申し込み　�５月１日（金）までに野尻湖ナウマンゾウ博物

館までお申し込みください。
※�雨天の場合は、中止します。やるかどうかわからない場
合は、当日朝８時ころに野尻湖ナウマンゾウ博物館まで
お問い合わせください。

「妙高戸隠連山国立公園」誕生記念写真展

平成 27 年３月の「妙高戸隠連山国立公園」の誕生を記
念した写真展をおこないます。
期　間　平成 27 年４月 13 日（月）～５月 31 日（日）
会　場　博物館３階　特別展示室
主　催　長野自然環境事務所

収蔵資料展「ナウマンゾウとマンモスゾウ」

これまでに博物館で収集・保管してきたナウマンゾウや
マンモスゾウの化石を展示します。「月と星」の「星（ヤベ
オオツノジカの角）」の化石も展示！�
期　間　平成 27 年 3月 20 日（金）～ 7月 7日（火）
会　場　博物館３階　特別展示室

博物館学習会

平成 27 年度は全 10 回の学習会を予定しています。信濃町や周辺地域の自
然や歴史をテーマにおこないます。日程や内容は変更になることがあります。
詳細が決まり次第、広報などでお知らせしますので、お確かめください。
◆４月26日（日）　信濃町野鳥を見る会　戸隠森林植物園
◆５月２日（土）　春の野尻湖自然観察会　ゾウの小径を歩こう
◆６月６日（土）　苗名滝探険隊　信濃路自然歩道を歩こう
◆７月４日（土）　古池・種池探険隊
◆８月８日（土）～９日（日）　氷河時代たんけん隊　野尻湖発掘調査団共催
◆９月19日（土）　動物園で学ぶ進化　茶臼山動物園
◆10月３日（土）　キノコの学習会
●10月４日（日）　遺跡めぐり　中野市内の遺跡めぐりと博物館見学
◆10月24日（土）　貝化石採集会
●11月14日（土）　杉久保遺跡学習会

◆自然分野　　●歴史分野

全10回　～信濃町の自然や歴史を学ぶ～

博物館ホームページリニューアル！

氷河時代体験ミニ講座
博物館では、５月、９月の連休や夏休みに体験学習を中心としたミ
ニ講座を開催します。お申し込みは必要ありません。参加をご希望の
方は開催期間中に博物館まえにお越しください。
時　間　午後１時～午後３時
場　所　博物館１階　玄関まえ
内　容　�火山灰の鉱物しらべ、昆虫化石さがし、石器づくり、アジア

ゾウの骨をしらべよう
　　　　※内容は日替わりです。
日　程　平成27年５月２日（土）～５月６日（水）

８月１日（土）～８月２日（日）
８月７日（金）～８月16日（日）
８月22日（土）～８月23日（日）
９月19日（土）～９月23日（水）

今年度は９月にも開催 !!

２日
石器
づくり

３日
石器
づくり

４日
アジアゾウの
骨を

しらべよう

５日
アジアゾウの
骨を

しらべよう

６日
火山灰の
鉱物
しらべ

※８月、９月の内容は改めてお知らせします。

― ５月 G
ゴールデンウィーク

W ミニ講座の予定 ―

戸隠森林植物園の野鳥を観察します。今年はどんな野鳥
が観察できるでしょうか。
日 　 時　平成 27 年４月 26 日（日）　

　　　　　午前７時 30 分～午前 11 時　
集 　 合　午前７時 30 分　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
費 　 用　100 円
服 　 装　よごれてもよいハイキングの服装
持 ち 物　筆記用具、お持ちの方は双眼鏡
申し込み　�４月 24 日（金）までに野尻湖ナウマンゾウ博物

館までお申し込みください。

信濃町　野鳥を見る会

昔の人の技に挑戦！体験教室をはじめます。ぜひ、チャ
レンジしに来てくださいね！
第 1回体験教室「あんぎん編み」
縄文時代におこなわれていた布づくりの方法で、コース
ターを作ろう！ 20 ～ 30 分でできます。作ったコースター
はお持ち帰りいただけます。
期　　日　平成 27 年 4月 29 日（水）
受付時間　午後１時～３時
場　　所　博物館まえ
費　　用　300 円

「体験教室」はじめます

＊お申し込み・お問い合わせ先＊
野尻湖ナウマンゾウ博物館
〒 389-1303　長野県上水内郡信濃町野尻 287-5
電話　026-258-2090　FAX　026-258-3551
E-mail　nojiriko@avis.ne.jp

春の野尻湖自然観察会

ゾウの小径を歩こう

火山灰の鉱物しらべ

あんぎん編みのコースター

上：石器づくり
下：�アジアゾウの骨をしらべよう 仲町遺跡発掘調査のようす
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春の野尻湖で自然観察をおこないます。ゾウの小径のお
よそ７㎞の道のりを歩きながら、野尻湖に咲いている花や
野鳥を観察しましょう。
日 時　平成 27 年５月２日（土）　午前９時～
集 合　午前９時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
解 散　午後３時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
費 用　100 円（資料代＋保険代）
服 装　汚れてもよいハイキングの服装
持 ち 物　 リュックサック、筆記用具、タオル、お弁当、

水筒、雨具、持っている人は双眼鏡やルーペ
定 員　25 名（定員になり次第、締め切ります。）
申し込み　 ５月１日（金）までに野尻湖ナウマンゾウ博物

館までお申し込みください。
※ 雨天の場合は、中止します。やるかどうかわからない場

合は、当日朝８時ころに野尻湖ナウマンゾウ博物館まで
お問い合わせください。

氷河時代体験ミニ講座
博物館では、５月、９月の連休や夏休みに体験学習を中心としたミ

ニ講座を開催します。お申し込みは必要ありません。参加をご希望の
方は開催期間中に博物館まえにお越しください。
時　間　午後１時～午後３時
場　所　博物館１階　玄関まえ
内　容　 火山灰の鉱物しらべ、昆虫化石さがし、石器づくり、アジア

ゾウの骨をしらべよう
　　　　※内容は日替わりです。
日　程　平成27年５月２日（土）～５月６日（水）

８月１日（土）～８月２日（日）
８月７日（金）～８月16日（日）
８月22日（土）～８月23日（日）
９月19日（土）～９月23日（水）

今年度は９月にも開催 !!
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３日
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４日
アジアゾウの
骨を

しらべよう

５日
アジアゾウの
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しらべよう

６日
火山灰の
鉱物
しらべ

※８月、９月の内容は改めてお知らせします。

― ５月 G
ゴールデンウィーク

W ミニ講座の予定 ―

戸隠森林植物園の野鳥を観察します。今年はどんな野鳥
が観察できるでしょうか。
日 　 時　平成 27 年４月 26 日（日）　

　　　　　午前７時 30 分～午前 11 時　
集 　 合　午前７時 30 分　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
費 　 用　100 円
服 　 装　よごれてもよいハイキングの服装
持 ち 物　筆記用具、お持ちの方は双眼鏡
申し込み　 ４月 24 日（金）までに野尻湖ナウマンゾウ博物

館までお申し込みください。

信濃町　野鳥を見る会

昔の人の技に挑戦！体験教室をはじめます。ぜひ、チャ
レンジしに来てくださいね！
第 1回体験教室「あんぎん編み」
縄文時代におこなわれていた布づくりの方法で、コース

ターを作ろう！ 20 ～ 30 分でできます。作ったコースター
はお持ち帰りいただけます。
期　　日　平成 27 年 4 月 29 日（水）
受付時間　午後１時～３時
場　　所　博物館まえ
費　　用　300 円

「体験教室」はじめます

＊お申し込み・お問い合わせ先＊
野尻湖ナウマンゾウ博物館
〒 389-1303　長野県上水内郡信濃町野尻 287-5
電話　026-258-2090　FAX　026-258-3551
E-mail　nojiriko@avis.ne.jp

春の野尻湖自然観察会

ゾウの小径を歩こう

火山灰の鉱物しらべ

あんぎん編みのコースター

上：石器づくり
下：�アジアゾウの骨をしらべよう
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平成 27(2015) 年度　野尻湖ナウマンゾウ博物館　イベント情報

第30回特別展「仲町遺跡４万年の歴史をたどる」

国道 18 号線の「野尻湖」交差点にナウマンゾウの親子像がありますが、その周辺は仲町遺
跡と呼ばれる遺跡になっています。ここでは野尻バイパスをつくる時に発掘調査がおこなわれ、
たくさんの遺物が出土しました。出土したのはおよそ
４万年前のナウマンゾウの化石から現在にいたるものま
でで、この場所を人々がずっと利用したり住んだりして
いたことがわかりました。ここから見つかった遺物をた
どることで、信濃町の歴史の移りかわりが見えてくるこ
とでしょう。
期　間　平成 27 年７月 18 日（土）～ 11 月 30 日（月）
会　場　博物館３階　特別展示室

平成 27 年 3 月 20 日（金）より博物館のホームページが新しくなりました。これに伴い、
URL も変わりましたので、ご注意ください。
旧URL　http://www.avis.ne.jp/~nojiriko/
新URL　http://nojiriko-museum.com/

「妙高戸隠連山国立公園」誕生記念写真展

平成 27 年３月の「妙高戸隠連山国立公園」の誕生を記
念した写真展をおこないます。
期　間　平成 27 年４月 13 日（月）～５月 31 日（日）
会　場　博物館３階　特別展示室
主　催　長野自然環境事務所

収蔵資料展「ナウマンゾウとマンモスゾウ」

これまでに博物館で収集・保管してきたナウマンゾウや
マンモスゾウの化石を展示します。「月と星」の「星（ヤベ
オオツノジカの角）」の化石も展示！ 
期　間　平成 27 年 3 月 20 日（金）～ 7 月 7 日（火）
会　場　博物館３階　特別展示室

博物館学習会

平成 27 年度は全 10 回の学習会を予定しています。信濃町や周辺地域の自
然や歴史をテーマにおこないます。日程や内容は変更になることがあります。
詳細が決まり次第、広報などでお知らせしますので、お確かめください。
◆４月26日（日）　信濃町野鳥を見る会　戸隠森林植物園
◆５月２日（土）　春の野尻湖自然観察会　ゾウの小径を歩こう
◆６月６日（土）　苗名滝探険隊　信濃路自然歩道を歩こう
◆７月４日（土）　古池・種池探険隊
◆８月８日（土）～９日（日）　氷河時代たんけん隊　野尻湖発掘調査団共催
◆９月19日（土）　動物園で学ぶ進化　茶臼山動物園
◆10月３日（土）　キノコの学習会
●10月４日（日）　遺跡めぐり　中野市内の遺跡めぐりと博物館見学
◆10月24日（土）　貝化石採集会
●11月14日（土）　杉久保遺跡学習会

◆自然分野　　●歴史分野

全10回　～信濃町の自然や歴史を学ぶ～

博物館ホームページリニューアル！

仲町遺跡発掘調査のようす

20

特別会計名 予算額 一般会計繰入金
国民健康保険 13億6,764万円 1億930万円

後期高齢者医療 9,752万円 3,305万円

介護保険事業 8億6,999万円 1億2,009万円

古海診療所 482万円 142万円

水道事業 2,280万円 922万円

下水道事業 3億5,821万円 2億4,160万円

農業集落排水事業 2億2,402万円 1億7,060万円

特定環境保全公共下水道事業 1,303万円 920万円

個別排水処理施設整備事業 1,105万円 730万円

水道事業
（収益的収入) 1億8,496万円 0万円

（資本的収入) 599万円 0万円

病院事業
（収益的収入） 13億4,111万円 2億6,772万円

（資本的収入） 9,771万円 4,271万円

合　計 45億9,885万円 10億1,221万円

【特別会計】繰入金の総額は約10億円
特定の歳入歳出を一般会計と区分して経理する会
計が特別会計です。９つの特別会計と上水道事業
及び病院事業の２つの事業会計に区分されます。

使用料･手数料
1億3,692万円

（2.4%)

地方譲与税
地方特例交付金等
2億7,290万円
(4.9％)

人件費
10億2,922万円(18.4％)

扶助費
3億6,825万円(6.6％)
公債費
4億6,753万円(8.4％)

普通建設事業費・
災害復旧費
7億3,495万円
(13.1％)

物件費
9億4,015万円(16.8％)

維持補修費
2億5,854万円
(4.6％)

補助費等
10億1,795万円(18.2％)

積立金他
2,577万円

（0.5％) 操出金
7億793万円(12.7％)

自
主
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義
務
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経
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そ
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５
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％

町税
11億2,164万円

（20.0%)

地方交付税
　23億8,000万円

（42.5%)

県支出金:2億8,211万円（5.0%)

負担金他
2億1,654万円
(3.9％)

繰入金
1億3,884万円
(2.5％)

町債：7億2,800万円(13.0％)

国庫支出金
　3億1,805万円（5.7%)

投
資
的
経
費
１
３
・
１
％

出資金
4,471万円
(0.8％)

事業収入の不足分を補うお金
一般会計と特別会計等の間で行われる予算の相互
充用で、各特別会計等で事業収入を充てることが
できない経費や不足分等を補うための一般会計か
らの繰入金です。
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！

一般会計繰入金とは何ですか？

一般会計：歳出
55 億 9,500 万円

一般会計：歳入
55 億 9,500 万円

※
（ 

）
内
数
値
は
構
成
比

問総務課 財政係 ☎（２５５）５９２０
当初予算の概要は、町ホームページをご覧ください。
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春の野尻湖で自然観察をおこないます。ゾウの小径のお
よそ７㎞の道のりを歩きながら、野尻湖に咲いている花や
野鳥を観察しましょう。
日 時　平成 27 年５月２日（土）　午前９時～
集 合　午前９時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
解 散　午後３時　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
費 用　100 円（資料代＋保険代）
服 装　汚れてもよいハイキングの服装
持 ち 物　 リュックサック、筆記用具、タオル、お弁当、

水筒、雨具、持っている人は双眼鏡やルーペ
定 員　25 名（定員になり次第、締め切ります。）
申し込み　 ５月１日（金）までに野尻湖ナウマンゾウ博物

館までお申し込みください。
※ 雨天の場合は、中止します。やるかどうかわからない場

合は、当日朝８時ころに野尻湖ナウマンゾウ博物館まで
お問い合わせください。

氷河時代体験ミニ講座
博物館では、５月、９月の連休や夏休みに体験学習を中心としたミ

ニ講座を開催します。お申し込みは必要ありません。参加をご希望の
方は開催期間中に博物館まえにお越しください。
時　間　午後１時～午後３時
場　所　博物館１階　玄関まえ
内　容　 火山灰の鉱物しらべ、昆虫化石さがし、石器づくり、アジア

ゾウの骨をしらべよう
　　　　※内容は日替わりです。
日　程　平成27年５月２日（土）～５月６日（水）

８月１日（土）～８月２日（日）
８月７日（金）～８月16日（日）
８月22日（土）～８月23日（日）
９月19日（土）～９月23日（水）

今年度は９月にも開催 !!

２日
石器
づくり

３日
石器
づくり

４日
アジアゾウの
骨を

しらべよう

５日
アジアゾウの
骨を

しらべよう

６日
火山灰の
鉱物
しらべ

※８月、９月の内容は改めてお知らせします。

― ５月 G
ゴールデンウィーク

W ミニ講座の予定 ―

戸隠森林植物園の野鳥を観察します。今年はどんな野鳥
が観察できるでしょうか。
日 　 時　平成 27 年４月 26 日（日）　

　　　　　午前７時 30 分～午前 11 時　
集 　 合　午前７時 30 分　野尻湖ナウマンゾウ博物館まえ
費 　 用　100 円
服 　 装　よごれてもよいハイキングの服装
持 ち 物　筆記用具、お持ちの方は双眼鏡
申し込み　 ４月 24 日（金）までに野尻湖ナウマンゾウ博物

館までお申し込みください。

信濃町　野鳥を見る会

昔の人の技に挑戦！体験教室をはじめます。ぜひ、チャ
レンジしに来てくださいね！
第 1回体験教室「あんぎん編み」
縄文時代におこなわれていた布づくりの方法で、コース

ターを作ろう！ 20 ～ 30 分でできます。作ったコースター
はお持ち帰りいただけます。
期　　日　平成 27 年 4 月 29 日（水）
受付時間　午後１時～３時
場　　所　博物館まえ
費　　用　300 円

「体験教室」はじめます

＊お申し込み・お問い合わせ先＊
野尻湖ナウマンゾウ博物館
〒 389-1303　長野県上水内郡信濃町野尻 287-5
電話　026-258-2090　FAX　026-258-3551
E-mail　nojiriko@avis.ne.jp

春の野尻湖自然観察会

ゾウの小径を歩こう

火山灰の鉱物しらべ

あんぎん編みのコースター

上：石器づくり
下：�アジアゾウの骨をしらべよう

火山灰の鉱物しらべ

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～

平成 27(2015) 年度　野尻湖ナウマンゾウ博物館　イベント情報

第30回特別展「仲町遺跡４万年の歴史をたどる」

国道 18 号線の「野尻湖」交差点にナウマンゾウの親子像がありますが、その周辺は仲町遺
跡と呼ばれる遺跡になっています。ここでは野尻バイパスをつくる時に発掘調査がおこなわれ、
たくさんの遺物が出土しました。出土したのはおよそ
４万年前のナウマンゾウの化石から現在にいたるものま
でで、この場所を人々がずっと利用したり住んだりして
いたことがわかりました。ここから見つかった遺物をた
どることで、信濃町の歴史の移りかわりが見えてくるこ
とでしょう。
期　間　平成 27 年７月 18 日（土）～ 11 月 30 日（月）
会　場　博物館３階　特別展示室

平成 27 年 3 月 20 日（金）より博物館のホームページが新しくなりました。これに伴い、
URL も変わりましたので、ご注意ください。
旧URL　http://www.avis.ne.jp/~nojiriko/
新URL　http://nojiriko-museum.com/

「妙高戸隠連山国立公園」誕生記念写真展

平成 27 年３月の「妙高戸隠連山国立公園」の誕生を記
念した写真展をおこないます。
期　間　平成 27 年４月 13 日（月）～５月 31 日（日）
会　場　博物館３階　特別展示室
主　催　長野自然環境事務所

収蔵資料展「ナウマンゾウとマンモスゾウ」

これまでに博物館で収集・保管してきたナウマンゾウや
マンモスゾウの化石を展示します。「月と星」の「星（ヤベ
オオツノジカの角）」の化石も展示！ 
期　間　平成 27 年 3 月 20 日（金）～ 7 月 7 日（火）
会　場　博物館３階　特別展示室

博物館学習会

平成 27 年度は全 10 回の学習会を予定しています。信濃町や周辺地域の自
然や歴史をテーマにおこないます。日程や内容は変更になることがあります。
詳細が決まり次第、広報などでお知らせしますので、お確かめください。
◆４月26日（日）　信濃町野鳥を見る会　戸隠森林植物園
◆５月２日（土）　春の野尻湖自然観察会　ゾウの小径を歩こう
◆６月６日（土）　苗名滝探険隊　信濃路自然歩道を歩こう
◆７月４日（土）　古池・種池探険隊
◆８月８日（土）～９日（日）　氷河時代たんけん隊　野尻湖発掘調査団共催
◆９月19日（土）　動物園で学ぶ進化　茶臼山動物園
◆10月３日（土）　キノコの学習会
●10月４日（日）　遺跡めぐり　中野市内の遺跡めぐりと博物館見学
◆10月24日（土）　貝化石採集会
●11月14日（土）　杉久保遺跡学習会

◆自然分野　　●歴史分野

全10回　～信濃町の自然や歴史を学ぶ～

博物館ホームページリニューアル！

仲町遺跡発掘調査のようす
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支　出収　入

基金名 25年度末 26年度末 27年度末
財政調整基金 9億3,100万円 11億1,800万円 11億2,100万円
減債基金 4億7,900万円 4億6,500万円 4億6,800万円
公共施設等整備基金 4億9,300万円 6億7,800万円 6億8,100万円
学校建設整備基金 9,600万円 0万円 0万円
その他基金 3億5,600万円 3億7,000万円 3億7,900万円

合　計 23億5,500万円 26億3,100万円 26億4,900万円

【基金残高】道路改良事業などへ充当
計画に基づく事業や継続して行っている公共工事等へ過疎
対策事業債を活用することで、将来の大規模事業等への資
金需要に対応するため基金への積み増しを行っています。

会計名 25年度末 26年度末 27年度末

一般会計
(臨時財政対策債)

40億7,300万円
(22億8,028万円)

42億9,567万円
(23億7,668万円)

45億9,605万円
(24億4,515万円)

特別会計 50億9,759万円 48億8,110万円 46億213万円
企業会計 7億4,720万円 9億5,186万円 9億1,763万円
合　計 99億1,779万円 101億2,863万円 101億1,581万円

【町債残高】過疎対策推進により残高が増加
国の地方財政計画により、地方交付税の振替財源である臨
時財政対策債の発行と、過疎対策事業の推進に伴う過疎対
策事業債の積極的な活用により町債残高は増加。

実質的な町負担は軽減
いずれの起債 (借金 )も元利償還金に対して交付税措置の
ある有利な起債 (借金 )を活用しているので、実質的な町
負担は軽減されます。
※臨時財政対策債の交付税措置率は元利償還金の100％
※過疎対策事業債の交付税措置率は元利償還金の70％
※公営企業債の交付税措置率は事業内容に異なります。

ワン
ポイント
！

借金が増え続けているけど心配ないの？

一般的には標準財政規模の10～20％
財政調整基金の基金残高目安は、一般的に標準財政規模の
10～ 20％と言われています。信濃町の財政調整基金残高
比率は31％を確保。しかし、社会保障関係費等に係る費用
の増加と公共施設等の維持管理や将来に計画している事業
への財源として、決算の状況に応じて積み増ししています。

ワン
ポイント
！

安心と言われる基金残高の目安は？

給与
うち基本給
（町税などの自主財源）
諸手当
（地方交付税・国県支出金等）

468万8,160円

預貯金の取り崩し
(繰入金・繰越金） 17万8,840円

銀行からの借入金（町債） 72万8,000円

計 559万5,000円

家族の医療費（扶助費） 36万8,250円

ローンの返済（公債費） 46万7,530円

食費（人件費） 102万9,220円

生活雑費（物件費・補助費） 195万8,100円

家・車・電化製品の修理など
（維持修繕費・普通建設事業費） 99万3,490円

子どもへの仕送り（繰出金・出資金） 75万2,640円

貯金など（積立金） 2万5,770円

計 559万5,000円

しなの家・1年の家計簿

予算を「家計簿」に置き換えると？
一般会計の予算を、年間の収支が 559万円の家計に置き換え
てみました。みなさんのお宅の家計と比べてどうでしょうか？

と
し
て
賃
貸
住
宅
等
の
整
備
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
安

心
・
安
全
の
確
保
や
身
近
な
社
会
資

本
の
整
備
を
中
心
に
事
業
量
を
確

保
い
た
し
ま
し
た
。

「
選
択
と
集
中
」を
徹
底

過
疎
対
策
の
推
進

　
「
第
５
次
長
期
振
興
計
画
後
期
基

本
計
画
」に
お
い
て
設
定
さ
れ
た
、

５
年
間
で
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き「
重
点
テ
ー
マ
・
重
点
施
策
」の

推
進
と「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画（
過
疎
計
画
）」な
ら
び
に
実
施

計
画
に
基
づ
く
過
疎
対
策
等
の
推

進
に
向
け
、施
策
を
厳
選
し「
平
成

27
年
度
予
算
編
成
方
針
」に
位
置

付
け
ま
し
た
。

■
予
算
編
成
方
針
の
優
先
施
策

「
人
口
増
に
繋
が
る
施
策
の
推
進
」

を
大
き
な
柱
と
し
て
、５
つ
の「
優

先
施
策
」に
財
源
を
優
先
的
に
配

分
し
ま
し
た
。

◎
移
住・定
住
等
人
口
増
施
策
の
推
進

◎
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
充
実

◎
地
域
資
源
を
活
か
し
た
誘
客
・
交

　
流
活
動
の
展
開

◎
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
と

　
充
実

◎
国
保
会
計
の
財
政
健
全
化
と
地

　
域
医
療
の
充
実

SHINANO  2015.4.15

2704-2-2.indd   5 2015/03/25   19:30:55



農地情報の公表により
農地の活用を進めます

農業委員会では、農地の有効利用を進
めるための情報として、農地台帳を整
備して活用してきました。今後、耕作
放棄地の解消や担い手の農地集積を進
めていく必要があることから、農地台
帳の作成・公表を進めていきます。
■公表する情報
公表する農地情報は、農地の地番、面
積などです。みなさんの住所は公表さ
れません。
■閲覧方法
①農地情報公開システムがスタートす
ることで、誰もがインターネット上の地
図で農地の所在地や一定の情報を見る
ことができます。
②場所を特定して窓口で申請をすれば、
地番や面積等の確認ができます。
問産業観光課 農業委員会
☎（２５５）６８２２

不動産評価等の無料相談会

不動産評価に関する無料相談会を開催
いたします。売買、交換、相続、借地、
賃貸借等に係る不動産評価の相談に不
動産鑑定士がお答えいたします。お気
軽にお出かけください。
■日時　4 月 7 日火　10：00 ～ 12：00
／ 13：00 ～ 16：00
■場所　長野市ふれあい福祉センター
問（一社）長野県不動産鑑定士協会
☎（２２５）５２２８

平成27年度の
司法書士法律相談の日程

毎年、信濃町役場を会場に実施してい
る司法書士による法律相談を、今年度

は下記の日程で実施します。
■相談内容の一例
相続／贈与／多重債務／成年後見人
制度に係る高齢者の財産管理／会社の
設立／土地の売買に関する登記の相談
など
※相談者のプライバシーは固く守られ
ます。
■日程　４月９日木／６月 11 日木／８
月 12 日水／ 12 月 10 日木／平成 28 年
２月 12 日金
■時間　13 時～ 15 時
■場所　信濃町役場
問信濃町役場 総務課 庶務係
☎（２５５）３１４３　

信濃町分署普通救命講習会

鳥居川消防署信濃町分署主催で普通
救命講習会を開催します。
■日程　4 月 11 日土
■時間　９時～ 13 時
■場所　鳥居川消防署 信濃町分署
■講習内容　成人に対する心肺蘇生法、
AED の取り扱い方など
■定員　20 人 ( 申し込み順 )
■料金　無料
問鳥居川消防署 信濃町分署
☎（２５５）５１１９

「携帯電話抑制装置」の
設置は免許が必要です

携帯電話等の普及により、劇場やコン
サート会場などで携帯電話等の呼び出
し音の防止や、企業や家庭内のセキュ
リティ対策のため「携帯電話ジャマー」
と称する装置を取り付けるケースが見
られます。
　この装置は「微弱な電波を使用」、「設
置に許可は不要」などと販売されていま

すが、使用する場合には、無線局の免
許を受ける必要があります。
　もし、免許を受けずにこれらの装置
を使用すると、携帯電話など他の無線
局に妨害を与え、電波法違反となり処
罰の対象となります。詳細については
お問い合わせください。
問総務省 信越総合通信局
◎無線設備への混信・妨害や違法な無
線設備の情報について
☎（２３４）９９７６
◎携帯電話抑止装置の免許等について
☎（２３４）９９８８
◎その他、情報通信の行政相談について
☎（２３４）９９６１

黒部ルート見学会の募集

黒部峡谷は、宇奈月～欅平間を運行す
る黒部峡谷鉄道を通じて、みなさんに
親しまれています。一方、欅平から上
流の黒部ダムに至る輸送設備は、関西
電力発電設備の保守・工事用として使
用しています。多くの方に水力発電事
業を理解いただくために、見学会を行
います。
■応募できる方　小学校 5 年生以上で、
乗り物の乗降や階段の歩行に支障のな
い方
■見学区間（往復はできません）

【欅平出発コース】 欅平駅～黒部ダム
【黒部ダム出発コース】 黒部ダム駅～欅平
■定 員　1回につき 30 人
■申込方法　専用応募はがきまたは郵
便はがきに必要事項を記入の上、お申
し込みください。
問黒部ルート見学公募委員会事務局

（関西電力株式会社 北陸支社内）
☎０７６（４４２）８２６３
http://www.kepco.co.jp

Living information
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1乳児健診（４・7・10か月児）  保健センター
5月15日金／受付：12：30～12:45（7・10か月
児）／12：45～13:00（4か月児）

4か月児／対象：平成26年12月生
7か月児／対象：平成26年9月生

10か月児／対象：平成26年7月生

2幼児健診（１歳半・3歳児）     保健センター
5月22日金／受付12:30～12:45 
1歳半児／対象：平成25年9・10月生
3歳児　／対象：平成24年3月生

3予防接種外来（予約制）　   　    信越病院
毎週月・木／受付14:00～15:00 
※希望日の3日前までに予約してください
※予防接種は一般外来でも承りますが、その
場合も予約が必要です

4よろず相談     子育て支援ルームなかよし
4月13日月／10:30～11:30
子育ての相談・計測

5断酒会   　　　　　　　　       総合会館
4月22日水／19:00～21:00／お酒をやめら
れない方、断酒を続けている方、ご家族の方
のお酒についての相談、学習
6精神保健相談　       長野保健福祉事務所
4月10日金／13:30～／不眠･アルコール依存･
人間関係･引きこもりなど、本人・ご家族の心の相
談を精神科医がお受けします。（要予約）

7母乳相談　　　       　 子育て支援ルームなかよし 
4 月 6 日月 /13 日月 /21 日火 /27 日月 /9:00
～ 13:00 ／母乳育児の相談、乳房マッサー
ジ、体重測定

8あそびの会　 　　       子育て支援ルームなかよし
4 月 23 日木／ 10:30 ～ 11:30 ／内容：おた
のしみ♡

▶問い合わせ先
1～2・4～5 保健予防係 ☎(255)3112
3 信越病院小児科外来 ☎(255)3100
6 長野保健福祉事務所 ☎（225）9045
7・8 なかよし相談員 ☎090(4382)6832

問住民福祉課環境係
☎（255）5924４月資源物収集

枡形不燃物最終処分場
４月22日水から受入開始
搬入には「搬入許可証」が必要です。
住民福祉課 環境係窓口で、お手続き
ください。

4日土 新聞・チラシ（柏原・富士里）

8日水 容器包装プラスチック

11日土 新聞・チラシ（野尻・古間）

18日土 ダンボール（柏原・富士里）

21日火 ペットボトル

22日水 容器包装プラスチック

23日木 アルミ類

25日土 ダンボール（野尻・古間）

28日火 埋立ごみ

30日木 スチール類

▪信濃町春の火災予防週間４/5 日～ 11 土

問総務課庶務係　☎ (255)3143

朝・夜 7 時に屋外スピーカーで警戒を呼びかけ

火の用心

ＫＵＲＯＨＩＭＥ ＫＯＵＧＥＮ ＢＯＯＫ ＢＯＸ

第 2 回 黒姫高原 一箱古本市
コブシ・リュウキンカの見頃を迎え、スイセンも咲き始めるＧＷ後半、黒姫童話
館周辺を会場に「一箱古本市」を開催します。手作り作品の販売や体験コー
ナーもありますので、ご家族、お友だちを誘ってお出掛けください!!

■日時　５月６日（祝）10：00 ～ 15:30
■場所　黒姫童話館周辺（雨天は館内で開催）
問黒姫童話館 ☎ （２５５）２２５０

一茶についてもっと知りたいと思っている方、故郷を大切にしたいと思っている
方など、一緒にボランティアガイドを楽しんでみませんか。

ボランティア講座を開催

■日時　４月２５日土10：00～11:45
■場所　一茶記念館
■内容　一茶記念館や史跡小林一茶旧宅
などを巡ります。
※案内人の活動／日曜・祝日に半日交替で見学者を案内します。

一茶のふるさと案内人を募集中！

お申し込みは 4 月 24 日金までに一茶記念館  ☎（255）3741 へ

信濃小中学校ＰＴＡより

春期資源回収を実施します
地域住民のみなさんには、いつも信濃小中学校PTA活動にご支援い
ただき感謝いたします。PTAでは恒例の春期資源回収を次のとおり
行います。資源回収にご協力をお願いします。

■日程　5 月 10 日日 6：00 ～ 8:00
■品目　①アルミ缶②ビール瓶③一升瓶（緑・茶色）
■その他　詳細は、来月の広報しなの 5 月号と一緒にお配りす
るチラシをご覧ください。

問信濃小中学校  ☎（255）2373
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月 27日 詩吟の時間

火 28日 税務署だより

水 1，8，15，22日 保健だより

木

9日 消防だより

16日 交番だより

30日 一茶ふるさと俳句（残雪）

土 11,25日 ふるさとの民話

毎週火曜日は、時間外窓口受付を行います

4月7日 /14日 / 21日 / 28日
午後5:15～午後7:00
◉税金･各種料金の支払い ( ※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明／
印鑑証明の発行　

※内容によっては発行できない場合もあります。
※通常業務日と異なり、一般的な相談業務などは行っていません。



人口 9,061人　男 4,423 人　女 4,638 人　世帯数 3,417 世帯　（3 月１日現在）

各館では、今年も企画展、各種講座やイベントを
計画して、皆様のご来館を心よりお待ちしており
ます。「町民無料招待券」を配布しますので、ぜひ
ご利用ください。

野尻湖ナウマンゾウ博物館／一茶記念館／黒姫童話館

3 館、年間の企画展

【収蔵資料展】「ナウマンゾウとマンモスゾウ」
　　　　　　　３月２０日金～７月７日火

【記念企画】　
「妙高戸隠連山国立公園」誕生記念写真展

　　　　　　　４月１３日月～５月３１日日

【特別展】「仲町遺跡４万年の歴史をたどる」
７月１８日土～ 11 月３０日月

「氷河時代体験ミニ講座」をＧＷや夏休みに開催します。

野尻湖ナウマンゾウ博物館  ☎（２５8）2090

【企画展】　
♣一茶と善光寺　　　　　　　　　４月５日日～５月３１日日

♣切り絵で描く一茶の恋猫 　　 ６月６日土～９月６日日

♣北国街道の塩商人　 ９月１１日金～平成２８年３月２０日日

♣四季の一茶（見学無料）　　　３月２０日金～１１月３０日月

【一茶記念館イベント】
・ 第１４回全国小中学生俳 句大会表彰式　 ５月５日火

・ 小 林 一 茶 189 回 忌 全 国 俳 句 大 会　 １１ 月 １９日 木

一茶記念館  ☎（２５5）3741

【夏の企画展　日本語出版１５年記念】
♣リサとガスパール＆ペネロペ展（仮称）

　７月２５日土～９月２７日日

【童話の森ギャラリー】
♣大友康夫絵本原画展　

４月５日日～５月３１日日／１０月１日木～１０月２９日木

♣桜井誠の童話の世界　

６月３日水～７月２２日水
♣信濃町民作品展　

１１月１日日～１１月３０日月

黒姫童話館  ☎（２５5）2250

『ぼくしんかんせんにのったんだ』渡辺茂男：文　大友康夫：絵
（あかね書房）より

発掘成果をもとに描かれた「３万年前の仲町丘陵」復元画

切り絵　横倉絹枝
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◆
春
の
陽
気
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
３
月
14
日
、し
な
の
鉄
道

「
北
し
な
の
線
」が
開
業
し
ま
し
た
。

し
な
の
鉄
道
に
経
営
が
移
っ
た
こ

と
で
、地
域
の
路
線
を
守
る
意
識

が
今
ま
で
以
上
に
必
要
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ロ
ー
カ
ル
線
で
も
、

斬
新
な
発
想
で
観
光
客
を
集
客
し

て
い
る
元
気
な
路
線
も
あ
る
と
聞

き
ま
す
。
北
し
な
の
線
も
、春
の

訪
れ
と
と
も
に
花
を
咲
か
せ
て
い

く
路
線
に
な
れ
ば
と
、取
材
を
通

し
て
思
い
ま
し
た
。（
水
）

◆
3
月
は
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
が
た
く
さ
ん
。
新
幹
線
の
開

業
、信
濃
町
で
は
北
し
な
の
線
の

開
業
や
、小
中
学
校
の
修
了
式
と

卒
業
式
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

北
し
な
の
線
開
業
イ
ベ
ン
ト
で
黒

姫
駅
に「
ろ
く
も
ん
」と
い
う
特
別

仕
様
列
車
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

内
装
は
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し

て
お
り
、と
て
も
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
で
し
た
。
記
録
係
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、内
装
に
見
と

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
は
っ
と
り
）

編
集
後
記 

美しい
　　 　おいしい

安心豊か

自然の恵みを楽しむ町

「信濃町出身です」と誇れるふるさと

町の将来像
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